


ま　　え　が　さ

昭和49年度は不況の嵐vL見舞われ繊維業界はかってを両盲どの深刻をも

ejでしたoこれは今までの高度成長から総需要抑制-と政策が転換されたこ

ともあろうが不景貴LrJ物価高といったことも重をり･弓削肖費者のふところ

具合cj悪化,先行不安,節約ムードの広がりなどが反映されて,消費沈滞ム

-ドが挙げられますo

-方地場産業としての繊維業界虻需要を上まる-生産設備の導入,労働

集約的な産業のため低賃金発馬途上国からの追しへあげ,大根賃金丁･/ 7葱

どの要因があわせしたoこのような厳LLへ薫境下でありましたが後半b,,=tま一

部ですが市酢,,=好転の兆しも見られたが滅遼経済,低防長時代と言われて･√上

るときですので楽観は期し難いと思し再すo

このよう友軍境の中で業界各位が今後LrJ新時代に対応Lてしへくた姑には韓

造的欠陥の改造,知許集約化を進めるよう消費者ニーズの把壷と達かを対処,

新製品の開発と製品の改良,技術の先取帰独創技術の開発,販路の開拓,

生産管理,品質管理の充実といったことが必要です｡

当指導所として,試験研究,技術指導を通じて各位の要望に応えるべく職

員一同努力と研鉾を重ねてL,▲ます｡ここに昭和4 9年度行った業務の概要を

とりまとめましたので,ど高覧のうえ,こ指導とご助言の程をお厨しへする次

第です｡
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1.也 置

滋賀県長浜市三ツ矢元町27番59号番526電話(長浜代表) ㊨ 1492番

能管川町佐野◎521 -12　電話(能萱川)㊤0017香

新旭町新庄@520-15　電話(新　旭)　2145番

2.沿　　　　　　　　　革

滋賀県立長浜･能萱川工業試験場をそれぞれ設立

長浜･能登川両場を合併し.滋賀県工業試験場となし,能萱川に本場

を置き長浜を分場とする｡

滋賀県能登川･長浜=業試験場の2場に分割するo

能萱川工業試験場高島分場を設置

能萱川=菓試験場を滋賀県染織共同加=指導所と改称

高島分場廃止　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J

長浜工業試験場を滋賀県=業試験場と改称,染織共同加=指溝所内に

併設

染織共同加工指導所を廃止

滋賀県立買浜･能萱川両=業試険場をそれぞれ設立

能登川=業試験場と長浜=業試験場とを合併し,滋賀県立織維=業試

験場を設置

軒賀県立能登川･長浜織維工業試験場の2場とするo

長浜･酸警川両蔵椎=菓試験場を廃止

滋曹県耗椎=業指導所を設置し,長浜に本所を.能登川と高島にそれ

ぞれ支所を置く｡

高島支所新築

能登川支所に蛾稚開放試験室併設

高鳥支所移転新築

能萱川支所図案窒増築

本所本館新築,所長･職員公舎改築

締駄および染色仕上加=実験棟新築
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3.規

3-1　土地および偉物

所　　　敷

建

能登川支所

高　島　支　所

合　　　　計

敷建敦建敷建

模

地

物

太　　館(鉄筋コンクリート造2階建)

実　験　棟(　　　〝　　　　平家建つ

ポイラー窒(    〟     〝う

公舎(歪貢) (コン//リーげV,､フ竃2階建) 5戸

晶品豊晶(蒜遠敷苧憲鹿早餌置場)
計

也

物(鉄骨造　平家建)

也

物(鉄骨造　平家建)

也

物(鉄骨造　平家建)

3-2　組級および業務分担

庶　　務　　係

技術指導係

試験研究係

能登川支所

所　　　長

i

i

lLI

i

5,占54. 01nA

d95. 5D砂

872. D4秒1

58. 55秒

149. 44押

7 1. 77が

1. 825. 50秒

460. 1 1秒1

141. 2572lI

66 1. 25が

205. 78が

占, 775. 55郡I

2. 172, 51秒l

人事.給与･予算に関すること

公印･施設･財産の管理に関すること

経理･物品･文書事務に関すること

公用車･ボイラーの管理その他一一般庶務に関すること

技術者研修および研修事業に関すること

巡回技術指導等指導業務に関すること

染色整理関係の技術指導に関すること

締織関係の技術指導に関すること

依頼試験に関すること

機関紙の発行･文献資料に関すること

縞織関係の試験研究に関すること

染色整理加工技術の試験研究に関すること

締織関係の設備利用に関すること

技術指導に関すること

依頼試験および設備利用に関すること

染織デザインの創作指導に関すること

高島支所{慧霊霊芝警護孟孟用欄すること

負
･‥

33

長　具　体　長

門　務　係

所　専　庶

鼓術指導係

係　　長

主　　査

試験研究係

係　　長

能登川支所

主　　任

〝

高　鳥　支　所

主　　任

負吏務事

補　師　鼻

〝　事　　　務

主　技　業

技　術　吏　員

〝

〝

〝

〝

〝

技　術　吏　員

〝

〝

技　術　吏　員

〝

〝

郎　夫次

善

信

村

井今　西

辻　本　河　中　斉

尾　前　大　鹿

堀　中　大　福　吉　川

内　鴨　川

小　中　浦

TO　､

居　田　瀬　川　藤

本　川　村　額

井　川　音　永　田　島

藤　貫　添

林　川　島

義　文　　一重

皇　春　息　善

利　　　　　春　克　良

佑

昌　貞

立　代　萱　郎　鮭

次　次　養　育

男　嘗　実　行　己　子

静一茂

幸　未　開
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3-4　主要設備機械および整備状況

主要設備横械

躍本　　所

<試　　織　　関　　係　>

力　織　機(絹.ビロード)　　　　　　　整　経　機

自　動　織　機(管,拝啓)　　　　　　　　　　自動緯管巻磯

レビアルーム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チーズワインダー

グリ　ッパールーム　　　　　　　　　　　　　　　糸　　繰　　機

撚　　糸　機(リング式,イタ1)一式,八丁式,合撚〕

ユニ　サイ　ザ-

ローラ十糊付棟

サン7oルラッセノレ機.

リードドローイングマシン

スクリ一橋染機

ローノレ捺染機(手動)

真空糸蒸装置

票　　白　　磯

電気植毛磯

揚抑ローラー

シリ　ンダードライヤー

熱風乾燥機
ワ　ッ　S/ヤ　ー

高温高圧液流染色機

凝集活性汚泥処理装置

張力記録装置

万能抗張力試験棟

布破断強力試験横

糸強伸度試験枚

収縮度試験機

ドレープテスター

高速度カ　メラ

フェードテスター

ウエザメーター

染色物摩換堅牢度試験機

照度計,直示天秤

稽機　ン

･ン

マ

煮糸　グ

ンイ

<染色,仕上関係　>

高温高圧染色機

高温高圧チ-ス染色機

噴射式総染被

布　　染　　榛

高温熱処理機

精　　練　　槽

テ　ン　ク　ー(クリ　ップ式)

フェルトカレンダー

エンボスローラ　ー

MPボイ　ラー

<試験品質管理関係　>

ルームアナライザ一

糸抱合力試験機

通気度試験棟

保温性試験機

柔軟度試験機
フウアイメーター

パルス　カ　メ　ラ

ラウンダーテスター

測色色差計

恒温恒湿槽

ダイオメーター

クロックメーター

BOD.自動測定記録装置

騒　　音　　計

超音波発振装置

原子吸光分光光度計

表面張力測定装置

糊浸透性Wur定装置

智能豊川支所
染色摩擦堅牢度試験機

ストロボスコ_プ

糸強伸度試験機

糸抱合力試験機

直　示　天　秤

布破断強力試験機

錦高島支所

力　織　機(綿用)

イダリ一式撚糸被

布強伸度試験機

低高温装麿引張試験樵

ストロボスコープ

寄手測定計

天　　　　　秤

布引裂試験機

赤外分光光度計

溶存酸素分析計

布摩擦試験棟
ミクロ熱分析装置

ガスクロマトグラフ

粘　　度　　計

小型焼却炉

検　撚　機

番手測定機
スクラブオメータ_

試験用捺染僚(手動)

実体殉教鏡

光電分光光度計

自　動　織　擬〔綿用)

リング式撚糸機

無芯菅巻機

糸酎申度試験機

経糸張力計
タイヤコード試険機

布破裂試験機

顕　　徴　錬

㊨施設整備状況

e中小企業技術指導施設費補助金事業による施設

走査電子顕微鏡　　　　　MSM- 2型

自記分光光度計　　　　　MPS-5ロ0 0

経縞自動記録測定装置　　　CM- 6 D型

T　ニ　コ　ン　　　　　　　DC-2型

棲　準　光　源　　　　　FXD-150型

e同,技術者研修事業による施設

織物引張試験機　　　　　S,冒,パー型5 0ロkg

複合模様撮影装置　　　　MPC-5 0 0型

汗堅ロウ度試験機　　　　　PSV塑

4, 250千円

占. 958千円

2, 500千円

2, 500千円

540千Pg三

700千円

500千円

2 0千円
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nf繊維情報縮緬版A6.25-.46.275回540部 剋閧ｵて来たQその結果針金自動供給力特徴についての基碍研究結果が一応の成果を収めること.二 

〝綿織物版JK25-ノ佑275回600部 〝麻鈍物版ノ拓81回150部 フ丁ツジョンカラーズ100部 】 】 与ll++ ｣;,. l I 1 号≡ 1 t i i ち i i 篭 I i 3 I i j 14 I 凾ｪできたので.その技術的な内容につhて説明するo 二上t 2)墳構説明 ビロ-ドの針入れを自動的に行う織機について払次のような構成要素を必要とする○まず,.,_ ビロードといえども.①経緯糸で織成するため織碑本体を必要とするo②針供給装置即ち針束 -":÷1;の中から必要に応じて針を1本ずつ坂b出す機構.¢)洪給された針を必要に応じて経糸間に帝 を~=: ･賢さ;､~入する針入機構,④針入れミスが発生した場合それを検出して織機を停止させる針入れミス停 止機構を必要とするoビロードrc)針入れの自動化を行うことは,とわも直さず上記各構成要素 を完成さすと同時に.それらの各要素を矛盾することなく1台の機嫌として集約することであ らこブ_る(第1図)o具体的には,本体にどのようを織機を選ぶか(普通紙橡か.レビア織機か, 引_箔織機か,..-...占tcl,針供給機構はどのようを方式とするか(針の十端のみを選別するか, 針全体を選別するかtその機構は---eec),さらに針入機構はどうするか(Vビアを用いる か,ローラー投入方式か,ガイドに沿った送b出し方式か,-.....etc)が重要Te:問題となるo 我々の場合は織機本体に引箔織機を用しつたo引箔織棟はyヤツト′レによる緯入機構とは別に, 必要に応じて指を挿入するVピアを併設しており.このレピアがビロードの針入機構として使 用できて.好都合のためであるoぜた,針供給機構には針の十端のみを選別する方式を採用し た○針全体を選別するよbも簡単で確実をためである0 15 
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この方式J:ctピT,-ドの自動針入れにお小ても,針供給装麿をyヤットJt,ボックス前(箔供給

部近辺)に設置することができるため好都合であったo

(3)開　口　部

関口運動は箔を挿入するとき靖のねじれを防ぐ目的から閉口時間を長くするよう,楕円ギ

ヤーを用いてナイフの運動を行っている｡しかし,ビロードの針の場合.ねじれを配慮する

必要はなく通常のドピーまたは5,㌧カード,夕べ,ト方式で十分だと考える(第4図1.

第4図　開　　口　　運　動

(4)送り出し部

地経糸の送b出し部は絹人絹織機用の離送り出し機構であるoパイル経の方はこの積窟

送り出し機構にクルミ硬b装置を付加した機構とした(第5囲うoパイ/レ経に横板送り出し

をそのまま用いると.地偉糸とパイル経が組織するときにパイ′レ経が不必要にゆるみ.反面

針金とパイ/レ経が組織するときは高張力となる欠点がある｡しかし.この方法を採用した場

合はそのような欠点がなく.ビーム経にかかわらずパイJレ経の張力が均一となり易いo

T8
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第6図　針供給装置の概喝図



針供給は針箱内の針の一端がそれに捷する円板の清に一本ずつ落ちこみ.円板の回転に伴

って前方に移動し.所定の他愚までくるとスライダーの操作で円板から針が外され針入時期

まで待期させられることの繰Jh返しによって行われるo　これらの操作を行う機構につしへても

う少し詳しく説明する｡

V)針　　　箱

針箱は第7図のような形状とした｡

形状は漏斗形にした方がよい｡底部を広くすると,籍の後側面にある針が選別され前方

にある多数の針を押し分けて前進するため,針の先端が曲b易1,㌔また,籍の前側面に全

く選別され恵h死針が多く発生する｡しかし､底部の巾を′トさくしすぎると針供給ミスが

発生しやすLhこと,針が上下にねじれて針の先端の位置が不掬しへになり易い等の問題があ

a,大体1 -2cnl位の範囲が適切であるo

この針箱の前側面の板にはaとbの切りかきが設けられてしつる.前者は針案内板硬付の

ためのもの.後者は選別された針が針箱から出やすLへように設けられてあるo針箱の後側

面の板には切りカ.ちCが設けられ.円板がこの中に入って針が後底部から落下するのを防

いでhるo　夜か,針正その一端を底板d,他端は円枚で支え箱内に保たれてhる｡第8図

は針箱で長芋方向に分離し,針金の長さJjr応じて適当な大き卓に調整できるようにした｡
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弟8回　針　　　　箱

(｡)円板と針案内板

第9図は針箱から針を一本ずつ選別する機構を示す｡

弟9図　円硬と針案内我
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円板には数ヶ所の凹部が設けられ.モーターによって矢印の方向に低速回転しているo

この円板の凹部が針箱内に来ると1本の針の一端がこの凹部に落ちこみ,針案内板の先端

に諏力付けたノーズによって他の針と分離され, 1未の針だけが針案内板の働きで円板の

凹部から外れることなく.矢印の方向に回転移動する｡針が針案内板の切bかき部に来る

と. 7)ミ,トスイッチを押し下げてモーターの回転を止めるoそして, Vピアによる針入

れが終了し針案内:板の切わかき部の針が砺妙義られると, 1)ミットスイッチは復帰してモ

ーターは次の針が来るまで回転する｡この操作の繰り返しにより,針は1本ずつ所定の位

置まで運ばれるo

この部分では円横の凹部と針案内板のノーズの形状が大切である｡円板の凹部は第1 0

園のように針の直径の1.0-1.5倍の巾と深さにしてあり,針が1本だけ容易に入るよう

弟10図　円葡凹部形状

に怠っているoさらに凹溝の巾方向の面にはR( チ-′レ)がとってあり.針が円樺に対し

て斜めに当たった場合でも容易に凹部に落ち込むようにしてある｡また,凹部の数は針金

挿入の確度.円板の直径,回転数等に応じて適切に定めるべきである｡我々の場合は6ヶ

所にしたo

針案内板の先端のノーズの形状は針を分離しやすいよう.先端が銘利でかつ円板とのす

き閏が僅少でなければ.針の(し1こみが生じ供給ミスを発生しやすい｡

特に_bl上の点を注意すれば針の選別ミス妓殆んど生じたいし,また何らかの原因で針が

1 ～数回円鞍の凹部に落下し夜くとも.モーターは針のある円板の凹部が来るまで回転し

続けて針の選別を行うため,ミスの頻度は僅少である｡

¢ヾ　針外しスライダー

第1 1回と弟1 2図は針外しスライダーの操作説明図である｡針外しスライダーは円板
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の凹薄から針を外し･針入れの時期までレピアストッパーと針案内枚の切bかきに把持す

る働きをするoこのスライダーは円板の外側近傍に4個のコロで保持され,ソVノイドの

吸引力で後退L/くネで前進できるようにしてあるQスライダーは円板が珂転してL^る間(

針が針案内板の切的▲善部になV,とき)はソVノイドの働きによb後退されているがl針

が針案内板の朗かき近(妃来てl)ミ,トスィ,チが働きモーターが軌t+ると.ソVノ

イドの吸着が解かれバネのカで前進して針を円板の凹部から外し針案内板とレビアストッ

パーの切りかきの深部に把持する.なお･この把持はVピアが針をつかむときの把持ミス

弟11図　針外しスライダー(モーター回転中)
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第12函　針外しスライダー(モーター停止直後)



を少くするためVビアによる針の把持時期まで必要であり, vt:-ァが針を把持し終わb針

箱から針を摂り出す時には必要が夜いため､この時点でソレノイドを操作させて解放するo

針入れが終了L次の新しい針が選別されて円板が停止すると再びソVノイドが切れ,バネ

の働きでスライダーが針金を把持する｡

1本ずつ選別孝れた針は以上の操作の繰わ返しによ9.針入時期まで所定位置に把持さ

れるD

このときのソVノイドのOFF操作は円板前方のリミットスィ,チL,rLより､ ON操作は

t/ピア駆動S/ヤフH'C額力付けた7)ミ･}トスィ,チにより行われるo

夜か,スヲイダーで針を円板の帯から外し針案内枚の切りかきに把持するとき,運動を

急激に行うと針の曲がりが生じ易いため.マグネ,トを使って途中でスライダ-の運動を

停止し.ソフトに針を把持するように考慮してある.即ち.円板が回転しているとき,マ

グネ,トJji励磁状態とし. Vバーを後方に吸着してt.Jlる0円板が停止しスライダーが前進

するとスライダーのピンがこのVバーに当たb.スライダーは針金を針案内板の切bかき

部に把持する直前で｢且停止させられるDその直後,マグネットの励故を解いて,スライ

ダーを前進させてソフトに針を把持させるoこのマグネ,トのON, OFF操作もソVノ

イド同様trこ.)ミットスィ,チを介して行うが.途中にデイレークイマ-が入れてありOF

F時期のみソVノイドから0. 1-a5　sec　遅れて操作するo

f⇒　針先ガイドとレビアストプパー

スライダーで針案内板の切りか善部に把持された針金は.その近傍に取b付けたVピア

スt･ッバーの切りかきにも同時に把持盲九, Vビアに供給しやすくしてある｡しかしなが

ら,針比その苛政中に端部が曲がb易く.針の先端の位億が不定と食わI rV7::アで把持す

るとき把持ミスを生じ易heそのためV字壁の帝を有する針先ガイドを硬り付け針先の位

鹿の安定化を図ったQ

第1 5図にこの磯横を示す｡

針先ガイドはジャフ†を介して回転よう動できるようにしてあるが､ロ-タIJ-ソVノ

イドが操作しているとき吐上方に.ソVノイドがOFFのときはバネで下方に保たれる.

円板が回転し針が針案内板の切りかき部に来ない間はロータリーソVノイドがQNの状態

にあり,針先ガイドの先端娃上方に持ち上げられているo従って.円板が停止しスライダ

ーが針を針案内ガイドの切bかき部に押すとき.針はこの針先ガJドの下を-く(･ってVt:･

アスト'パ_-の切りかきめ深部に移動する○針が完全に把持されるとfローダ.)-ソVノ

イドがOFFとなり針先ガイドのV薄で針先を定位置に保つ｡そして, Vビアが前進しそ

の口内に針金の先端を入れると同時にVビアの先端で針先ガイドを押し上げる.これと時

崩を同じくしてローク.)-ソVノイドもONの状態となb,針先ガイドは次の針が把轟さ

れるまで上方に保たれるo　このロータリーソVノイドの換作は円板前方のリミd/トスイッ

チによbOFF, Vピア駆動軸のリミットスイッチによりONされるB運転中はこの操件
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を繰り返す.
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;エペ 【 】 乏��c�I�ﾘ8ﾈ784�ｾﾉ:餾B�h7(4�,ﾈｾﾉ:雍�ﾕﾈ/��c�H��,俾h+v�784�,�.h.��ｩ?ﾈ.ｨ,ﾉ�ﾘﾘh*ｨ*�.�,bﾈ5x�4｢ﾘ6�,ﾂ�凵ﾟ㌻が織物巾方向の所定の位置まで来ると,Vピアの後部に頂り付けたローラーCが織機に固定 ･L.ましたカムfに貴触し.レビア内の5'ヤフトgを前方に移動8-せてタングをvt='アから外に向 ㌧yiかつて押し出すoこのとき針金もVピアから外れ織物の所定位置に置かれるo (9)針ブレーキ部 =f -rTr-~し この織機は前述のように閉口時間が長くとってあり.Vピアが縫糸内に針を挿入す早とき 萎.は閉口状態と恵9.上下の経糸で針にアレーキをかけた状態となるoLたがって.毎越経浮- 

紋針によってV/i-αが上方に持ち上げられ他のレバーbの凹部にはまる高さに75るoこの 劔一言--.一二 ≡≡去=の等しい無地ものや経浮数の変動の少をい柄ものでは.針は同位置に惹かれるoLかし,.級. 

状態でクランク軸が回転し所定のタイミングが来ると,カムCの突部がレバーbのポールを 劔糸の浮数の変動が大きい場合は経糸のナV-キが変化し針の慣性で針の位置が変勤しやすく- 
▲押しVバーα等を介してセグメン".-t卜の爪を操作位置においてギヤ-dとギヤ一gをか 劔言,.,--:L浸るoこれを防止するために針がVピアから離れる時だけ,針の他端をソフトに把持-してブ 

み合わすo 劔･=一一V-キをかけ,経糸の揮数にかかわらず針が所定位置に置かれるようにした.これが第16, 

喜‥至他九ギトeはクランクシャフトからチエ-ンで鶴駆動されているため.ギヤ-dと､ ∃ギヤ-eがかみ合うとV/く-を介してVビアを葡り付けたステクキfを駆動音せるo紳V ∃こ26 十 i. 更 i 1 i 劔ヰこて'17図の針ブV-キ機構であるふ むこE 妄二:-_= しー27 汚_. き≡≡三. 
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金を赦す位置に到葺する直前にV′{-のローヲ-がカムの一度と深い凹部に落ち針金を把持 するoそして,Vビアが針を完全に放して後退する間に,このブV-キも針金を触して再び 剪簫讒"�.(鉉.(鉗鞴�d��陶�ﾂ�?�阮�ﾂ�ﾃ･�ﾊB�
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点化すれば誤動作は無くすることができるo

以上が稼動率低下の主な原田であり.上記諸対策を講ずることtJrLよ.?て稼動率をさらに上

げることは十分可能である｡

なか,当初懸念された針供給ミス( Vt='ァによる針入時期までに針が供給されたいこと)

は1回も発生せず.針が織物巾に亘って確菜に挿入されない針位置不良は1回のみで(原因

は針曲がり),しかもそのときフィラー停止が確実にたされたことから.当織機の実用性.

安定性についての危憾はをいと考える.

当織機の可能持台数を上記稼動率より直ちに推定することはむずかしく,また仕掛品種.

紋か無地れ織機の回転数等によっても異そるが. 5-4台を日額としてLhるo

(3)針の損傷

ステンレス針の場合.レピアで把持される針の先端,ブレーキがかけられる後端とも曲が

り傷つき等は見られをho銅線の場合は柔らかいため針の先端だけ曲げられるo　この原因は

経糸が閉口している間をVビアが針を把持して後退するためであり.開口条件を検討するこ

とによb曲がbは解消される(第2 1囲う｡

下側の経糸

第21図　銅　線　の　　曲　が　　り

(4)針抜きの状態

当織鴇で製織した生地たi人手で織られたものと異なり,両耳の外側に1 -5C7h位の針が出

てhる｡従って.針故のと尊従来のように(第2 2囲a )片側の耳地のみを把持して抜くこ

とはむずかLho　この場合は片側の耳部にかいて織地と針の両方を把持して針故尊をするか

(第2 2図b ),耳端把持の方法を変えて行う必要がある(第2 2図C )o
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(5)針切,針打,物の品質

針切,針打および織物の品質等については従来の手織の場合と比較して何ら変わるところ

はない.

(6)生地における針の掬いと必要な針長

生地における針の巾方向の出入は針が織物巾全域に亘っていれば織物の品質上問題は友ho

しかし.必要夜針長を決めるのに針の巾方向の変動が間額と在るo当織裸では熟練者が織っ

たように針端の位置は柵L^にくhoその原因は針の状態(先端の曲がれ具合やペンチによる

傷つきの具合).針箱から供給されるときの位置の変動, Vビアのタンダの摩耗度合,織機

の回転数等によって針の位置が変動するためである｡これらの諸要因による変動比試織の結

果,最大1･0 -1.5cnl程度であるo夜お,変動の度合が大きい場合は針外しカムの位置で容

易に調整できるo以上のことから,当織機の場合l針長はフィラーによる検出部も併せて,

織物巾よb 5-4cnL長くする必要がある｡
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フ　ィラー フィラー

弟23図　必　要　な　針　長
_        l              I    ~~~

しかし,フィラーの使用方法を検討すれば織巾+ 2cnL程度の針長で十分であるo

(7)使用可能を針

当織機にかいて使用可能を針を以下に示す｡

o形状･･････円形もしくIjiそれに近いもの

o材質--銅,ステンレスその他

o太さ--･ほほどのような太さも使えるo

太さが異浸るとき吐円坂のみ交換すればよVIc

o曲がり具合l傷つき具合

針の中央での曲がりは問題たho針の先端での曲がりは6げ以上の急患曲がりは選別ミス

を生じやすいが, 50q程度の曲がbであれば問題は夜VIo

また,樟埠夜曲がり方のときはより問題).･i夜hoペンチによる傷つきも通常に使用されて

いる程度走ら問題はない0

4)手織機の回転数との比較

(1)コート地

打)スト,ブウオプチによる短時間測定の結果

A社　124rt･m (織=さんの近く)

B社　　　90rpm (織エさんから舘れて)

(｡) 1反の織上時間からの計算
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1反の穐上時間　　稼動率9 0多(,Oときの回転数

A社　　　10･ 7hr　　　　　　95r♪m

B社　　　　　9･ 5hr lO占rpm

自動針入織桜の回転数を9 0 rpm (歳巾45仇),稼動率を9 0啓とすると1反の機上

時間は1 1時間となるo手織塵の1反9.5 hrは早い方であb.重労動のため若年労働者が

集まら貴いこと.労働時間を拘束して生産量を増加さすことがむずかしい現状からみて.自

動ビロード織機の回転数を90rp桝としても年間を通じての生産量は現在を上廻ると考える｡

なお, 9 OrPmという回転数はvtT-'ァ駆動部の改良把より1-2割増は可能である｡

(12)花　籍　地

(1)ストップbゥォッチによる短時間測定

A社　　99rpm　(近くで測定)

75-占O r♪m　(遠くで,別の日に測定)

B社　　6Orpm　(近Yで測定.サヤ使用)

72rpm　(近くで測定.サヤ夜し)

C社　102rpm

(ロ) 1反の織上時間からの測定

1反の織上時間　稼動畢95宙のときの固転数~:. 1反の長音

A社　　段織　　　　6時間　　　　　　　55rpm　　　　1 56丈

B社　　絵柄　　　　6時間　　　　　　75rp7n　　　　　2. 08丈

C社　　総柄　　　　4時間　　　　　　　8 2rp7n 1. 56丈

自動ビロード織機の回転数を75rpm, 1反の長さを1. 56丈として, 1反の極上時間は

4時間2 2分と在るoコート地同様の理由により,自動ビロード織機の回転数を75 '･pm

としても年間を通じての生産量は現状以上に在ると予想享れi･oまた,絹巾を現在の5 4cnt

から仕掛可能を7 0C7n近くまで広げれば,生産性性増加する0

5)おあ　り　に

引箔織機を本体とした自動ビロード織機の開発はLll上のように完成し.持台数は現在の5 -

4倍に,生産量はほほ現在と同程度に, Vビア部の改良を行えば現在より1-2割増に在る見

通しがついた｡今後はこの研究を基礎にさらに高速m/c i=低価格'ycの開発を日額とし,よb

実用的な機械の開発に努めたhc

末尾把を9ぜしたが.当研究に当たって御協力頂vlた業界.メーカー諸氏に深謝申し上げま

す｡
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2)ちbめん緯煮の連続化に関する研究

技術指導係長　尾　本　豊　次

技　師　鹿　取　喜　寿

技　師　吉　田　克　己

Ⅰ.緒　　　　言

近年は各産業とも.工程の省力化や自動化によって,人件費の高騰や原材料費の値上がり分

を押えてLnる現状であるo長浜のちりめん業界において軌他の放維産葉と比べて,織機台数

当たりの従業員数も多く.改善しなければ在らぬ工程も少食く夜い.

そこで,ちりめん製造=程で最も省力化,自動化がおくれていると思われる準備工程のうち

韓煮把ついて省力化を図るべく試験検討をかこ在ったo

特に,古代ちbめんや一越ちりめんなどの強撫韓を使用するちりめんは･通常の方法で虹

適用可能な加撚張力や限界撚数の関係上.湿式撚糸機を用い,その前=程として,緯煮をやこ

なVl,生糸のセリS,ンを膨潤させ,糸に柔軟性を与えて施轍を容易にすることにより限界に近

い撚を与えることが可能にをっているoまた､現在では.合糸工程一韓煮工程一下管巻工

荏.とそれぞれ分断しており,作業者もそれだけ多く必要としなければなら表わ.そこで本試

験は.合糸から下菅巻=程までを連携化させ.省力化をはかるとともに品質の向上を目的に試

験を実施した｡

Ⅱ.連続緯煮の概要

従来は,合糸工程一嘩煮=程一下菅巻工程の順序であるが,我々が実験を進めた方法は

図1に示すよう恵=程の順序である.

供給ベJレト

1 --▲･･ l　　-I

(
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生糸を巻いたボビンをクリー′レかち合糸本数分とりだし.糸切れ停止装置(圧電素子を使用

したもので,糸の按圧の変化をとらえて作動させるために,糸が緊張状態で糸切れが発生して

いても感知して機械を停止することができる)を接触しながら水分を生糸に含ませ.自動下管

巻澱によって下管に巻く.このとき管尻の乾燥を防ぐために(遠心力で水が飛び散歩l緑薫斑

を生ずる原因となる)ノズルより若干の給水を与えるo下腎に巻かれたボビンは,供給ベルト

コンベアによって運ばれ.高周波加熱装麿に入る直前で下管を感知し.高周波加熱装置におい

て.高周波を発振させ.装置の中を通過中に緯肴を順次完了させる方法で,合糸　一下菅巻　一

緑青の=程を連境化させたものであるe,

皿　高周波加熱装置について

｣投に.高周波は電波として無線通信をどに用いられているが,高周波の強力な電磁場も物

体を置hて照射して加熱する方法が高周波加熱と呼ばれるものである.高周波であるために､

真空容器中の物体でも容易に加熱することができるo熱が被加熱物体自身の内部から加熱する

ために.堅く巻かれた下管でも容易に加熱することができる｡

｢股には. 5-数1OAdrz(食品関係では2450MRz )の高周波が用hら九,その特長と

してケま,

①　内部加熱であること

②　選択加熱ができること

③　短時間に効率よく加熱できること

などであるが,電源その他の設備が若干高価に怒る欠点があるo

この耗煮試験に用いた高周波加熱装置の仕様は.

電　　　　　源

高周波出力

高周波周波数

消　費　電　力

高周波発生方法

照　射　拒　離

照　射　時　間

単相100V

5　d 0 W

245DMHz;

1. 2FW

マグネトロン整流発振

50C耽

1 4 BeC～9 0 sFeCまで自由に変更可能

供給べJVトによって運ばれてきた下菅は,順次高周波加熱装置のべJレト上で簿意を完了するo

このベJレトは,高周波の影響がィ､さく.　　高温VL耐えるテフロンコーティングガラスベJL'

トを搾用しているo

〟.試験方法

前述の方法による連続的緯煮処理をする前に,予備試験として.電子Vンジを用し1て一越ち

かめんを試織し,従来法との比較検討をおこなtJl.次に前述の連続的処理方法について試験を
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実施したが.前者は整理仕上後の物性値のみ測定したo

ト　電子レンジを利用したもの

1十仕　　　様

高周波出力

高周波周波数

照　射　時　間

照　射　方　法

2)織物規格

経　　　　　糸

巾　込　数　　糸　列　量

重上

策　通　打　撚　　緯　配　仕

500W

2450MHz

50st丈

下管1本ずつビニールの袋でシーJt/した後棒煮処理

④28中JdF5本　⑧28中ク4本

配　列　　④④⑧⑧

lOO羽/5.78m　　2ツ入

45. 1ぐnZ

75太./5. 78α

52占1T/mS (55.4承)

5205T/mZ　(51.5%)

28中×9太

-　珪≡

670P/12.5取

5)試　　　料

⑦　沸賂水中を通したもの(0.5 9∝)

㊥　電子Vンジを使用して5D sec穂煮処理したもの

◎　従来の緯煮方法によるもの

2.連続的緯煮処理を利用したもの

11仕　　　様

Ⅲの仕様

2)織物規格

経　　　　　糸

歳

通　　　　　巾

打　　　　　込

撚　　　　　数

練　　　　　糸

配　　　　　列

仕　上　重　量

40

28中ク5本

8 5羽/5. 78C7n　　5ツ入

45. 1cn

5 4太/5. 78CWL

2512T/mS　　(49,口承)

2490T/mZ　　(48.0虜)

42中×9本

越

75091/12.5訊

51試　　　料

㊤　無処理の生糸

⑧　ステンVス糟の常温水中を通して下管に巻L,,たもの(0.5 sex: ) 〔水のみ)

⑥　ステンVス糟の沸騰水中釦亀して下管に巻hたもの(口.5sec )(湯のみ)

⑳　高周波加熱装置-を利巧=ノ. 5 0 8eC照射したもの

⑧　高周波加熱装置を利用し, 40seC照射したもの

㊦　従来の緯煮方法によるもの

3.下管巷後の物性について

1)限界撚数について

検撚器を用しへ.糸畏2 5cmで.所琴の力瀬野カを加えることができるように調整した後

各々の資料について1 0.49/d･ 0･63yd. 0,8g/dで加撚張力を変化させ.糸が切断

したときの棟数を求めた｡

2)二重控の発生撚数と撚崩

1)と同じ方法で,二重撚が発生したときの撚楯を求めた｡

5)初期弓隈抵抗度と糸強伸度

オートグラフを用い.試長50m.引張スピード50m/S∝の条件で,次式より初期引

張抵抗度を求めた｡
P

初期引幕抵抗度('/d一) =コ三石~

B

D:放度(D)

B:試験長rnzml

B': THの罵言〔布衣)

P :切線角の最大点A

図　2　　　荷

重

伊)

†

0

4)撚モーメント

検撫杓を用しへで図5のよう(電式料をか!腰を徐々にかけ,針が回転する時点の撚数を求

めた.試長25cnL.荷重0.43Lyd.
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針

図　5

5)合糸された糸の接着度

オ_トグラフを用い,管からの引き出!鹿抗および合糸された糸のハク▲.)葡抗を･試長

5 0m.引張スピード1 0CnVminの条件で測定したoまた,下管を紹上放置後糸の接着

度を写真に写したo

占う下菅巻時の張力

テンスターを用い,菅巻機の綾振り前で張力を記宙測定Lた｡

4.撚糸時および施撚後の物性について

1 1八丁撚糸陳に分ける糸切れにつhて

各々の試料を実際に八丁撚糸棟で施撚なした場合の糸切れを測定した｡そのときの条件

は.

練　　　糸　　　　42中X9本

し　　ず　　輪　　　　　70匁

#　　　　#　　　　2824T/mS(5a8%)

2815T/mZ(58.1虜1

各席ランダムに試料⑧ペ野を挿入し施撚をおこなったo (但し,下管巻私産ぐに

施撚1

2)撚数および撚縮

検撫磯を用い.糸長2 5cn間の撫数分よぴそのときの撫縞を測定した｡

5 1施撚糸の初期引張抵抗安

オーT･グラフを用い,試長5 0cm,引張スピード5 0cm/minにかL^て初期引張抵抗度

を求め,同時に切断時の強伸度を求めた0

5.製品仕上後の物性について

古代ちりめんを試械L腰晶に仕上げて物性を摂腔するのに, 2の(2)の撫数( 2 5 1 2 T/mS

49.0承. 249OT/m Z　48.0感lで試織し.次の物性を測定したo

ll重　　　き(CB)

21厚　　　さ(衣布1

5)比　容　積画/与)

42

4)圧縮率および圧縮弾性率(感1

5)ドレ-70係数

6)防しわ率〔豹

71吸　水　性(申)

8)白　　　度(啓)

9)見掛けの練減率(那

10)精練時間と練滅率につしへて

V.試験結果および考察

1･高周波処理による内層･中層･外

層のバラツ辛について

下管に巻上後者局渡緑薫した下管

を内･中･外に分けて初期引張抵抗

度.撚限界･二重妹と撚縮たど瑚ll

定した結果,差は見られをかったo

LかL物性値で表われてVl夜レー若干

の視角的に見て差があるように患わ

れる｡

2.下管巷後の物性について

1)限界撚数について

各試料につL^ての限界撚数を示

すと図4のようになる.

いずれの加熱張力においでも.

未処理の糸以外は同じような傾向

を示し.衛薫をした生糸>,高周波

処理をした生糸>湯通しをした生

糸>水通しをした生糸>の順昭取

界撚数が大きく.緯煮がよくかこ

をわれでいる姪ど撚限界が大きL^

と考えられ､高周波処理をし夷生

糸(D )紘,従来の韓煮をした生

糸とあまり差がなく,十分偉賓が

できてしっるものと思われるo乗際

八丁撚糸機で施撚する場合, 42中

×9本で.しず輪262.53> (70

㍉=

0.4　　　　0.6　　　　0. 8

加撚張力(9/d )

･図　4
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匁うで約2 8 D 0 T/m位/-5g;艮界であるC図4にかいて約ロ,7 -0.89/dの張力でこれ以上

軽くす,73と,磨.辻増えるが次に述べる二悉撚の発生が著しく増大する0

2) =重歴の発生と撚綿につしへて

各試料の二重撚発生時の控続を示すと図5のように売る｡

0.4　　　　0.6　　　　0,8

加　撚　張　力〔fl/d)

図　5

二重歴の莞生は.品質にも影響をおよほし.生糸の柔軟度によって大きな差が生じる.

未処甲の生糸は0. 4 g'/d～0. 8 9/dの加黙張力下で虻,二重捗の発生1,1下で切断したため

測定が不可能であったoやはり.緑薫した生糸>高周波処理をした生糸>湯通しを_した生

糸>水掃しをした生糸.内旧に捷縞が大きく.加撚張力によって各々同じ傾向を示してい

る｡特に高周波処理した生糸は,従来の緯煮をした生糸とほとんど差が夜かった｡

5う初期弓障抵抗度および糸強度

各甜トについての下菅巻後の初期引張抵抗度浄よび強伸度を示すと図6 ･図7に在る0
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図　7
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糸のかたさを表わす方法として初期引張抵抗度を求也た結果､未処理の生糸に比べ,衣

中を通しただけで約55%低下し.更に煮くことによって50解も低くなる｡湯通しをし

た生糸および高周波処理をした生糸,従来の緯者による生糸はあまり差が見られなかった｡

基礎試験において､水中で約2分間放置した生糸と煮沸水で5秒放置した生糸とは大体

同じような傾向を示しており､加熱することによって.セl)ジンの膨潤が促進されるため

である0回のデータIji,緯煮などの処理をした後.直ちに測定したものであb ･特に水に

通した生糸をど吐.長時間放置すると.水の浸透によって低下し,棟数によっては十分施

撚が可能になる場合もある.

下管巻後の酎申度について図7より見ると.強度は各試料間の差は未処理の生糸と比べ

ると若干低下するが,各試料間の差は/1､さいQしかし伸度において,生糸のセリシンは,

フィブロインよりも水分を吸収しやすく.また吸収量も多いため,生糸の含有水分が多く

浸ると伸度が著しく増大する.図7においても同様で.未処理の生糸と比べると大体70

帝近く増大しているo Lかし.水通しをした生糸は加熱されていないためにその影響が小

さく,若干増えるだけである.また高周波処理をした生糸は,若干伸度が低かったoこれ

紘.緯煮処理の際.若干空気中-水分が放散され.乾燥されたためと思われる0

.4)撚モーメントについて

各試料の操り抵抗を示すと図8のように在る○
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図　8

未処理の生糸と他を比較す

ると.約100t/m　の差があ

わ.この点で未処理の生糸の

撚数と,他の処理された生糸

の燃数とは撚モーメントがつ

り合ってhることにをb,栄

処理の生糸は撚り難いことが

わかる｡未処理以外のものは

各試料ともあせり差が見られ

なかった｡

5)合糸された糸の鞍着度

従来の韓煮した生糸や.水

通しをした生糸､湯通しをし

た生糸などは,空気中に長時

間放置しなVlかぎわ糸同志の

接着〔水通しした生糸の場合

は不完全)ld:困難で.管から

引出す糸の解帝抵抗はみられ

貴い｡その結果を図9に示す｡

下管からの解宙抵抗技､未

処理の生糸はもちろん､水通

しをした生糸.湯通しをした

生糸および従来の簿煮した生

糸も測定した結果0である｡

(園に記入できない)しかし.

高周波処理した生糸は,生糸

が下管に堅く巻かれた状態で

処理されるため.合糸された

糸同志および糸全体がくっつ

く形となる｡また.合糸され

た糸のハク】牲現抗は.未処理

の生糸.水通しした生糸.堤

通しをした生糸はほとんどた

い｡従来の緯煮をした生糸は

若干抵抗(約25P )を示して

6　　　囲

も等　　　吊



いるが,高周波処町をした生糸と比べると1A程度であったoハク灘抵抗が大き1Jlことは.

合糸された生糸の接着が良いため.後述の権衡壕における糸切れにも影響をかよほすもの

と考えられる｡しかし.綾振りや.ストロークの関係.また内･中･外層によって変動が

みられるoこれは.処理時にかける水分の空中放散によるものと思われる.この点につい

て今後検討を加えをければをらなしへ｡

各処嘩された試料を総状に放置し,乾燥状態に戻した場合の合糸の接着性を写真で半綻

した結果.水通しをした生糸は.合糸前のようにパラパラに恵む,湯通しをした生糸は若

干接着部分が見られるo首周被処理した生糸と従来の縁者をした生糸とはあせり差が見ら

れをし,'が.後者は水分がをく夜ると.セ7)シンの鰍尊で接着性が向上するため,緯煮され

た韓枠を若干乾燥して使用すると.合糸された生糸同志がくっつき易くなるC

6)下管巻時の張力について

下菅巻時の張力を記轟したのが図1 0であるo

従来の方法で緯煮したものは.緯枠から取り出すため,枠角の影響と,解帝/iJL'-ニン

グによって張力が大きく変動してhるo Lかしク.)-/レにおいて生糸1本1本の張力を管

理し,下管巻までの間に張力変動を起こす栗岡がないため,巻】玩張力が均一である｡糸屑

が薄くなるTjCつれて影響が大きく売り,下管巻時の糸切れの原因にも浸ると思われる｡

図10-1　従来の緯煮法による下管巻張力

図1ロー2　連続縛乗法による下菅巻張力
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3･撚糸時および鴇撚後の物性について

1)八丁撚糸機(,tおける糸切れにつし､て

緑青の良否は製品にかよはす影響も大きいが･八丁撚糸機での施控にも大きく彫響するo

実際iて各試料を前述の条件で施撫したときの糸切れを図1 1に示すo

B C D E F

図　11

緯者は,このような限界控に近い撚をかけ易くするために行しへ.水通しをした生糸など

技,施歴が困幣たことtr13:勿論であるoまた,湯通しをした生糸についても.韓煮が不完全

なた掛て糸切れも多かったが.従来の韓煮と比較して大数ま見られたh｡この原因につレ)

ては･下管巻後長時間放置して安定した後に施撚した方が糸切れは少食hが,時間経過に

伴なって.緯煮効果の判定がむずかしくなるため,この試席針ま,下管巻後,直ぐに施燃し

たため糸切れが総体的に高い結果と在ってし1る.しかし,高周波処理した生糸(D )にお

1ハては従来の緯蒸した生糸よりも糸切れが半減したo (予備試験の→噂で抽1/8EJC減少)

この大き夜要因は,合糸された生糸の張力むらの皆無まfT.糸が接着してレ､るために合糸

された糸が十太と売って解帝されるためと思われるo Lかし前述のように,合糸された糸

の鞍着部分と非積蓉部分があるため.これを完全に解消すれば.より糸切れは減少するも

のと思われるoまた.下背からの解帝抵抗も従来の構煮した生糸やその他のものと比べて

も大きしへために.しず輪T/i:つしへても検討する必要がある｡

2)撚数と撚縮みにつし､て
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ィ　　　ロ　　　-　　　C D E F

図　14

一越ちりめんにおいては,重さおよび厚さに糾､て大差はをいが,古代ちりめんにおい

て,高周波処理をした生糸(I) )は他と比べると若干掛､oその原因としては,残留セ1)

シソ畳が異そるためと思われる｡厚さにお小てはあまb差が見られか､0

5)比　　容　　積

比容積は練物の轟高性を示すもので,厚さと重さによってポ7)ユーム皮を測定した結果

を示すと図15のように}J=るo

ィ　　　｡　　-　　　C D E F

図　　15
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古代ちDめんは, ｢越ちbめんと比べるとシポaj高さが50確以上高く在るために,級

物中の空間を占める轟:Biが大きくなb ,一越ちbめんと比戟すると相当大きくなるo十建

ちbめんおよび古代ちbめんの各試調問の差はあまb見られない0

4)圧縮審かよび圧縮弾性率

各試料の圧縮率および圧描単性蜜を図16に示す｡

イ　　　　　ロ　　　　ハ　　　　C I)　　　　E F

図　　16

圧縮率は,各試料ともあ7tb差がたく, 15酵前後である｡圧縮弾性率が大きいことは

外力に対する反発性が大きいことであb ,小さいことは,外力に対して影響を受けやすい

ことを意味するが,測定した結果,十越ちbめんおよび古代ちれめんともに,有意差がな

い｡

若干古代ちbめんにおいて, LA晋の影響が大きく,高周波処理をした生糸(D )は高い

ように思われる｡

5)ドレープ係数

各試料のドレ17'係数を図17に示すC
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ィ　　　TZ　　　-　　　C D E F

図　17

各試草野ドレープ性を見ると'古代ちbめAJま,緯糸繊度も太く,目付も違うために,

一越もbめんエbドレープ性が高い｡相対的に余り大差がなho

6)防　しわ性

防しわ率が高いほど,級物着用中,ツワになbにくく,商品としては望ましいo各試料

の防しわ率について図18に示す｡

壬喜主項壬

T主 T･-i

T⊥tTllI

T土

田卯

経方向の防しわ率は'-一越ちbめんも古代ちbめんも80肇前後の防しわ峯である｡生

糸は発面のセリシyを戦力除くことによって,防しわ位が向上盲れるが.緯方向に為れ､て

古代ち9めんでは,従来の緯煮したものと比べると,高周波処理したものの方が防しわ性

が高いoしかし従来の緯煮したものも,精錬時間を長(すれば,表面の七T)シyが除去さ

礼,同程度の防しわ性を呈するものと思われる｡

7)吸　　水　　性

吸水性は,染色上重要を因子の一つで,吸水性が悪いと,染料ののbが悪く,特に-ケ

染めの場合影響を与える｡各試料の吸水性を示すと図1 9のようになる｡

三　三　二　号　三　三　三

王　手　壬-

妻　　妾　　手　　書

イ　　　　ロ　　　　-　　　　C D E F

図　　19

生糸の吸水性はセリシyの多少によって若干差があると言われているが,セl)シンg)多

少のわ如こは,吸水性の差異がみられず,精練した後はほとんど差がないともいわれ,読

験した結果, ⊥越ちbめんと,古代ちbめんとに上る差は,練糸の繊度や,穂などの影響

を受けてやや低い値を示しているが,一越および舌代ちbめんのそれぞれの試料問の差は

ほとんど見られない｡

8)白　　　度

生機の状態での生糸は,択白色を帯びているが,これらの色素の多くはセリシン中に含

まれるか,セ7)シyと結合しているものであるため.精練すれば純白に近くなる｡

各試料の白皮を測定した鮭巣を示すと図20 (次頁)のようになる.

各試料とも,大きを差は見られをいが,高周波処理をしたもの(D)は若干良い傾向で

ある｡
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● __________________ _I___

イ　　　　ロ　　　　-　　　　C D E F

図　　20

9 )精練時間と錬成率について

1廼ちりめん(ィ,ロ, -)を同｢条件で精練し,時間毎に賊賓を測定した結果を示

すと図21のようにそる｡
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4　　　　　6

精錬時間と錬滅率
図　　21

8　　　10時間

従来の緯煮をしたものと高周波処理したものとは,時間経過に伴たい同一傾向を示して

いるが,前者は後者に比べて常に低い値となっている.つま9,同一碩威射こするには,

後者の靖練時間を短くする必要があると考えられる.古代ちりめんを試織した結果にかしへ

でも,見掛の練減でも同じようを傾向を示してかり,高周波処理による何らかの影響把か

vlて,精練時間の短縮も期待できるものと思われる｡その頃因について(rJIA,糸の物性を測

定した結果でも.従来の緯煮したものと,高周波処理したものとで!･-i. (,Iaとんど差が-J3:い

ために,マイクロ波が生糸に与える影響をどについて今後換討し､原因を究明する必要が

ある｡

覗.高周波利用による韓薫の生産性と省力化について

現在,生糸を親定の本数合糸をし.韓枠に巻かれた生糸を偉煮.次に下管に巻く.この5つ

の工程が不連続であるため.それぞれに作業者も必要と在ってくる｡

各会社によって.織機台数･撚糸機台数が異たるため.一日に緑黄される量は異在るが.め

る工場を一例に比較してみると,

(I) A I *

今誉15 6想う　　緯1.｡^#

例に　42中×9本の横糸をする場合の糸数

5占思　×　9　-　ろ24本

必要人員　　4. 5人

一日の韓煮処理量　　　　4 0-4 5kグ

虹)本　方　法

下　管　巻　(5台1

5台×dSpx9本-270本

下管
2.0
〔5台1

下管巻磯は自動であるため,下管の軍り換え作業は不必要とたり.作業者比.ボビンの帯わ

換えと.糸切れ時に糸を結ぶだけの作羊と見廻りでよL^わけである,また.糸切れは､停止装

置によって下管巻横を自動的に停止するo生産性につし-ては.当所のモデノ明妄置-CJ約1 8kg/8

時間の処理が可能であるが,現在の5 d OWの牲畳を1.2KWに容量アップすれば.約4d{9/8

時司の処理が可能になるoまた生産量によって容量を決定すればよく.容量はどれ位でも製作

は可能であるが､容量が大きく売れば,高周波発生装荷も高価になることも考えてかく必要が

ある｡

仮りに1.2KWの容量で処理した場合.一日の電気代は.だいたい10 0円/乍時間〔小口電

力5種)位である｡

次に人員について考えると. A工場で4.5人の作業人員であるが:表方法において処理する

場合.処理号れた管を自動的に選別する装置などを置いた場合, 2人でA=場と同じ位の生産

量が可能と思われる｡

Ⅶ.高周波緯憲の問題点と検討事項
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(D精細時間把よる練減率が従来の韓煮と比べて早いために橋脚寺間の短縮が可能であろうが.

その原因についての検討o

②処理後の引出し抵抗に変動する傾向にあるため.均一になるような処理方法につしハての検討

および.しず輪の重量についての検討｡

③現在使用されている下帯(塩化ビニー}レ樹脂1は比較的安価で成形が容易なために｢股に広

く利用されているが.高周波処理をする場合.塩化ビ=Jv樹脂くriマイクロ波を吸収しlまた

耐熱温度も7 0℃と低いためと糸腎が堅く巻かれてtハるためをどに上って,下管の変形が一

部見られるoこれ).i下管の材質をかえることによって解決されるが,その材質について今後

検討する必要がある｡

④下管巻後,哲の表面の水分の放散の防止｡

⑥管の巻雨量(太さ)を同程度にし攻山と.同一他聖装置で処理する場合,処理時間を修正し

をければ怒らをho (自由に変更が可能1

⑥下管に巻かれた生糸の.水分量の遭tハ把よる蹄意の影響erl大きし(ため.その影智を受けない

範囲内に｢定水分を確保することo (東武敵では含水率6 0虜l従来の韓煮方法80虜l

喝.ま　と　め

ちりめん緯者の連携化について試験をした結果.高周波利用による(D )津続緑薫も可能で

あることがわかった0時に八丁撚糸機に分ける糸切れが減少し.生産性･品質においても向上

され.精練時間の短満も可能と考えられる｡一重た.作業人員の軽減も可能と怠り,省力化に大

きく寄与するものと思われるが,間露点もあり,それらを解決して.より一一一層改良された装置

としてゆきたLho

5)　下資剤の継続使用について

主査　前　川　春　次

.緒　　　　音

…･生糸は天然素材中,長繊維として貴重を,そうして高級を材質である｡しかし他の素材に比

噸質である｡故に製級･撚糸などの工程において平滑性･柔軟性を付与する必要があるoこ

れらの方法として従来から油分の添力妙言おこなわれていたが,精練による除去性,経日変化に

よる変質がかこ少,製品への巷影響がみられるoこれらの現象を解決するため近年下捷剤とし

て水にとけやすい油剤変質の少か､もの,精錬で除去しやすいもので平滑性･柔軟性の豊かを

ものが開発され,現在各企業で使用されているoこれらの下津剤は,鉱･植物油を乳化剤によ

わ水にとけやすい形にしたのであわその虫戎分は油である｡これが水にとけた現象は乳白色の

エマルジョ叫犬でこれに生糸を畏漬した排液も同様,乳白色の水として排出されるo近年公害

問題が大きくクローズアップ盲れこれらの排水を公書面からみるとCOD値が4r)0-500あ

少,又n-ヘキサy抽出物が多い｡又見た目にも白く汚濁がは夜はだしい｡これらの処理とし

て凝集沈澱法によるエマルジすソの破費によ少白濁の解消はできるがCODの低下･抽出物の

低下は充分でなく公等問題の解決には多大の装置費用が必要であるoそのため咋排水を最小限

か又は工場外に排出しない方法,すなわちクローズド化が間韓解決の-つの方法となる｡その

ためには｢匿作成した液の継続使用刃ま最小液量による下津技を研究することが大切であるo

その十賢として継続使用について実鹸しその可能性をみいだL,たので紹介しますo

･臭　糸　方　法

実験として現在使用されている下潰剤(経泉屑糸用)について液量および濃度を変えて作

成しそれぞれの液に生糸を下津し,その排萩KJ取次更に下帯していき,その生糸の含油量･生

糸増量率･含水率について減定し排液に上る下溝の効果について実験を行ったo又,下津条件

下津剤･測定方法は下記のとお少である･ o下津液の仕立温度40℃ ･浸津時間占～7時間･脱

水率は2 0 0番とし乾殊は自然乾線とした｡含坤畳およびその他の測定はこれらの試料から一

定量採取し政の方法についてかこをつた｡

含油量:四塩化炭素で5時間抽出u当塩化炭素中への抽出量を生糸重量の比であらわしたo

含水率･生糸増量率:温度20℃ ,湿度占5藤の室内に放置し水分平衡になった時点の含水

量･生糸重量を測定したo

A.使用~下溝剤

t　コンデンスローゲル

2.ワ　-　ボ　ン
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5.エマノールL600

4.エマノールP200

B.下津液濃度

1解　溶　液

糸量に対し5舜および8褒

C.下津液の液量

1 :50　　1 :5　　1:6

D.その他配合下溝としてコンデンスローダノレ外5種を混合して摘(生糸に対し)濃度僻

糸用),コげyスローF･JVの2･8GB液鹿(縫糸用),浸麿後の脱水率80 -85 96の場合

についても実験を行った○この場合の液量は1 : 5である0

3.実　額　希　果

5-1　含油皇変化について

図1
5

含拘晋(糸上) 4　　　　73

/

jL _600

′x p-2∝)

二T__::IL-二

含抽晋(舞上) 4

▼3　　　　　7)

図1-41空でに使用回数と糸上含油量についてあらわした.図1は浴此1 : 50で欄溶

液を用い5回連続的に浸潰し,日数にして約7即乱図2はコソデyスローゲJt,5肇( 0.W.

f ) ,その他は8ab(o･W.∫)で浴比を使用説明書のとおb 1 : 5とし脱政審は200塵とし

たo図5は上記(D )の強度浴比で行い脱水室も80褒前後でこのレサイ7Tま英工場の下演

法にしたがったo図4は浴比をl: 10とし濃度はコソデyスローゲル5%,その他は8藤

で行った.絞bは20 0雇で全て風乾した｡この結果何;tlの実数にかいても継細数がふえる

忙したがい糸上の含油蜜がふえてい( ｡経糸用　膚糸用を比戟した場合,回数による含油賓

の増加は練糸用の方が大きい｡

3-2　兼丑増加率について

生糸を浸津後脱水し2D℃,占5鍵の恒温恒湿状態にした処-1週間放置後の糸蓋量を測

定し浸溝前の糸重量との比であらわした結果が表1-表4である｡この増加成分は付着した

糸　増　量　率　%

下韓剤 回数 板ﾓc���P-200 �8�7ｸ98�ﾂ�

1 迭���5.4 �"繧�

5 �ﾓR�5.5 迭���

5 迭繧�5.0 釘��� 1飾且01,1 :50

l忘--軍制 ���※※ 俛(益wb�※※ 
コニ命スロ｢ヂノレ 亦ﾓc���P-200 �8�7ｸ98�ﾂ�

1 ��sR�5.0 迭���1.9 

2 ��繝r�4.5 迭絣�2_2 

※5与る(0.W,f)　※繋8髄(0.W.∫) 1こ5

表　2

含油率労(糸上) 4　　　　70

2

1　5　　5軸

図　3

含拍晋(糸上)

1　2重力

下賛剤 回数 佝���綻用 

i ��ﾃSb�1.60 

2 ��紊��2.05 実験方法D

下浸剤 俐��黙諾さ 符や�きく※ 

回教 �5(986h985�8ﾘ�ｸ4霎4｢�L-doc ��ﾓ#���ワ-ボン′ 

1 匁�9"�0.90 ��繝��a50 

5 悶Sr�1.9D 迭����1.50 

※5鍵(0.W.∫)　※※898(0.W.∫)  1: 10

茸　4
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油分とそれとともに糸に含有された水分量の値である.どの条件で草津脱水しても回数の増

加とともに糸量の増加がみられるo増量にかよぼす匝子はこの先巣からみて浸潰時の酸度及

び脱水率によるところが大きいと思われる0

3-3　生糸の含水率

上記実数と同様糸を操準状態(20℃, 6 5襲)に放置後の試料を105℃の熱風中にて,

2.5時間乾燥後前後の重畳からつぎの式にて含水率を算出し,その結果を表5-8に示す｡

含水率-Wlが/wx 一oo

W l.　標準状態放置後の重さ

d :乾燥後の重さ

含　水　率　解

㌃妄-で讐 亦ﾓc���P-200 �8�7ｸ92�
1 免ﾂﾃSB�ll.7 免ﾂ��R�

5 免ﾂ���sb�ll.2 ���C"�

5 免ﾂ經��ll.5 免�8��

表　5

%　*　*　%

1藤sol,1:50

下津剤 ����※※ ��h魔�※光 

回数 �5(986h985�8ﾘ�ｸ4�5h8ﾂ�i-600 ��ﾓ(�ｲ���ワ-ボン 

1 ���綯�1一一〇 免ﾂ絣�10.5 

2 ���纈�10.6 ���繝B�ll.4 

※5褒(0.W.i )　※※8a/p(0.W.I)　1 : 5

表　6

含　水　率　鍵

下溝剤 回 佝���緯用 

1 ����10.25 

2 唐纈�1u80 

衣　7

%　水　*　%

実験方法か

言盲-響 ����※※ ��hﾇ��※※ コンデンスローカレ 板ﾓc���P-200 �8�7ﾉ?���

1 ���經����10.70 ���縱��10.75 

2 ��ll.75 免ﾂ��R�10.占5 

5 免ﾂ�#"�10.7ロ 免ﾂ����10.85 

栄5夢(oW･.f)　瀧米8褒(o･W.i)　1 :10

表　8
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｢股に生糸含水率はH aA前後が普通であ9 ,又取b扱い上もよい含水状態といわれている

が表7に示すように脱水輩が80%前後の場合に,又線度が低い場合にはその値が他に比べ

て著しく低いoこのよう剖大意においては取b扱い中の糸の切断が多くを掴邑率の低下もま

ぬがれないoさらに礎盤による含水率の影響をみると表1の場合糸畳に対する線度が他の実

験に比べ大きいため含水量もやや多い｡又経糸用は緯糸用にくらべ多少低い偵向がみられる｡

5-4　操り返し継続使用案魚

この実数は残液を次回の浸済時において新規下溝剤軟と混合し全糸量に対し5倍の液とし

ていき凝次下溝をした生糸についてその増量･含水量･含油量を測定した｡結果は表9-1 1

のとかbである.

糸増量率aj

完盲｢---旦竺 ���2 偃R�4 

コンデンスローゲル5鍵 祐���0.07 ������0_15 

エマノールL6008蕗 釘����4.10 釘經��4.10 

表　9

含　水　率　飾

欄剤回数 ���2 迭�4 

コyデンスロ-ゲル5解 �������10.10 �������10.58 

エマノ-ルL6008留 免ﾄB��r�1m47 �������10.65 

表　‖〕

含　抽　賓　褒

博剤回数 ���2 迭�A 

コyデンスロ-ゲル5逐 ���#B�D.24 ����R�n21 

エマノールL6008解 冦3B����4_00 迭經��5.90 

脱水審20 0褒とし残液が次回下揖噸する液量の半分とし新規調重液半分と混合し,

その繰b返しの結果1回臼の下津生糸とほとんど差がなく良好を状態の糸とし､える0

4.考　　　　察

生糸の下掛ま使用中の糸如断を防止し,生糸に柔軟性と平滑性を付寄することを目的として

いる｡生糸はその表層に腰新セ7)シン層をもちこれが硬化の大きい原因である｡しかしこの

セ1)シバま水分を含むことVCよb敵rヒ膨潤するため水中に浸漬するのみで充分であるが使用中

糸質内の水分拡散にエbもとの硬質に変化していくoこれを防ぐためにこれらの下津剤溶液中
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に浸潰し水分を含ますとともにその水分の拡散を防ぐことによb長時間の使用に耐える軟質生

糸がえられる｡

下津剤はこれらの目的にて調整せられその成分を植物.鉱物由から特に不乾性油を用いてあ

る｡これらの油類は当然水に親しみにくいため溶液として用いにくいが,上記のように下硬は

含水も目的としているために油一水　の同-･･骸が必要とな少,そのためにこれらの池を乳化剤

の配合にエbエマJt,ジョンの形にしたものが市販の下津剤である｡

下済剤液中に生糸を浸潰した場合,生糸セ])シソの膨潤とともに水の拡散連動が起こb ,又

それと平行してエマルジョy粒子の生糸表面への吸着現象が起きると考えられる｡エマルジョ

y粒子は水分子にくらべはるかに大きい容積をもち能推内部への乾散は行われずに表面吸着を

し糸表面に油層を形成していくものと思われる｡縫糸用･緯糸用も同様の現象を考えられるが

目的とする効果はそれぞれ異怒るところがあ9 ,経糸の場合は摩擦係数を少なくし滑9を良く

することとそれに平行してある程度の柔軟性を何事するo練糸の場合は柔軟を主目的にし撚糸

が良好に行われることが大切であるためそれぞれの主成分が異在っておbそのため表面層に吸

着された状態は異をっていると思われる.この差は糸上の含油量の差に現われてくるo例えば

任糸用油剤が単分子層の形で吸着され緯糸UIj場合は無制限層の形で吸着しているものと考えら

れ,コンデンスローゲル･ワ-ポyの糸上含油量と,羊マノールの糸1含油量の差がう夜すけ

る｡ヌ残液建直の増力地主考えられ,糸表面の油層が完全に形成されうると水の繊維内の拡散の

密抗が増し水一油一糸間にをんらの変化もをくそb平衡状惑がなbたつo浸津後これらの状態

までの時間的な関係は水の糸内への拡散が短時間に行われ油分の生糸-の吸着はおそくなると

考えられ,糸層内の水の量が表面吸着した油量上b大きくをb ,そのために残液中の油量は溶

液濃度であらわしたとき増加していくものと思われる0

5.ま　　と　　め

これらの実験結果から｢鮭下漬した後の排夜にて下渡した生糸の糸_L=含油量は初期の下津生

糸の含油量よi?増加し,又含水量･糸増加率をみても増加の傾向がみられ排液中の有効成分の

滅少がみられモくてその効果は低下していない｡又実験OL)最終にて行った継続に泰斗､ても初期

つ生糸と差が貴く良好を結果が得られた｡ゆえに下浸液の継続的使用は経済的を面,糸質面か

らしても充分に期待できるものと考えられる｡しかし次のようを問題発生が考えられるのでそ

の対策に充分留意し怠ければ食らをいo

(1)腐敗およびそれにともをう臭気発生

(2)スカムの発生

(5)エマルジョンの安定度

(1)の項の原因および対策として浸津中のセ1)シソの溶液による腐敗の促進が起こると考えら

れるoセ1)シソは親水性の蛋白質であb浸潰時間およびその時点の液温鮭にエ舛容解豊が異な

が噺男を短縮,珪立温度の低温化が必要であるo又液中-の防腐剤の添加によb防止し得るo

防腐剤としてデイ-イドロ酢酸ナトリウム,デルトップがある｡

64

(2)の項の原因および対策として用水の家定に起因するのと溶出したセ1)シンの凝集そt･によ

るo用水としての硬度は2-5DHCが最適と-ているoこれ以lの高い密度の用水の場合

は･金属封鎖剤･EDTAd)添加によbカルシウム･マグネシウムを除去する必勧;ある｡又

セljシ/の溶出を(1)の項と同様温度管理によb防ぐ.

(5)の項の原因は下資剤は碓･鉱物紬と純化剤によってエマルジョン化したもので乳化剤と

油分のバランスが破郎れると油分が遊離し,水と油分の分離がみられるD下津剤はこれらの

バランスが長時間持続するように製造されているが,使用中において液卵こ溶出していく物質

にib乳化剤が啓出してきた物質と紛合することによb起こると考えられる｡又下漬剤のうち

瀬分の粒子の大きいものはどこの現如苛しいoこれらの対策として(1i (2)の項の対策によb

ある極度防止はできるが,しかし充分でなく,非イオン第･7-オン系の乳化剤の添加にI b

防止しうる｡

従ってこれらの総合的を防止法として液量を最小限にとどめることによb排水量を最少とす

るCこの場合の液量として生糸量1 ･･2または1 : 1･5位が最適と考えられるo
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4)古代ちbめんのシポむらについて

技師　鹿　取　喜　寿

1.は　じめに

片撚の強撚練を用いるちりめんは精練時VL卿;一方へ戻ろうとしているoしかし練糸が一定

間隔で打ち込まれているため余裕が貴く美事-シポと在って現われてくるoこの現象は表裏ば

かりでなく.前後にも移動して完全をyポとなるo織前で定間隔に打ち込まれた練糸がこの上

ぅに前後に移動し糸の間隙が不均一になb一製品の紡糸方向に樺から見たとき部分的に前後の

糸が寄り合った9.また離れたりして筋が入った上うな見苦しい外観を呈してしへるのでこれの

原因を解明すべく検討を加えたo

このように横に筋状のものが出来る現象をここではyポむらと呼びその原因となるものを要

因図で示せば次のように走る.

湿式捧糸　　　　　乾燥　　　　　準備

このうち今回は製乱規乱舞糸につしつてS/ポむらの現われやすい二越(古代)ちりめんを

用いて検討を行った｡
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2.製織工程におけるシボむらについて

2-t　試織条件

経糸　　2 8 *Ldp5本

蔑　　　8 5司V5.78m. 5ち旬引込

通巾　　　45. 1cm

練糸　　28申ク16本

撚数　　2,40DT^･S, Z.撚縮55.0承

配列　　　S.S.Z.Z.

打込　　5 4i/5. 78CVZ

仕上重量　822㌢/12.5れ

2-2.開口タイミングの影響

舌代ちりめんの場合,比較的打込が粗いため.密度的には影響は夜いが練糸が粗硬をため

経糸による練糸のカ′く-タイミングによって練糸の部分的間隙むらが考えられる.開口タイ

ミングが5500の場合と5500の場合を比較すると.生機の状態で前者の方が部分的間隙む

らが見られる｡これは韓糸の張力にも影響はあるが.練糸を経糸でカバーしてからビーチイ

ンダするのと,開口と同時にビーチイングするときでは練糸に若干のゆるみの現象が出てく

るためと思われる｡

この条件でちりめんを試織して肉眼判定した結果.判定がLtjCく山稜余り変わりはなかっ

た.しかし生磯の状態で練糸の部分的を片寄bがあb.このことは好ましいことではない0

2 -5.経糸張力の影響

経糸の張力を窟端に強弱にすることは.製織上.品質的にも困難を点が多いため試験は出

来なかったが.許容範囲内における張力の影響をみると張力をかけた方が若干見えにくく走

っているように思えるが.その差の判定は困難な位であるo

ちbめんは経糸が細く.藩糸が穣端に太く且つ硬いため練糸の屈曲がなく.経糸の屈曲の

みによって構成されているので経糸張力による影響も若干あるものと考えられる0

2 -4.緯糸張力の影響

練糸のオーバフィードなどのゆるみを発生させない程度の張力と､高張力における影響を

調べたが判定に欝脅するものでは夜かったo

以上のように,これら製織工程中の条件変化に上るシポむらの影響は小さく,判定が困難

を硬度であったが.開口タイミングや経糸張力による影響は若干あるように思われる｡

3.故物規格によるシポむらの影響

製織工程中の条件変化による影響が少なかったので.蔑密度.棟数,緯糸密度など,規格を

変えた場合について検討を加えたoその試練条件は次のとおりである0
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読暫度(5.78叫708519570圭859570859S i 劔多むら少多むら.少 

撃●1920R2-m.Ma5上必5糾5必15.庖8 劔(;5.ogoTA)(ミ≡ToT^S) 

義.2400!R6圭-JG1,R.4萱必4M.Ol必9;AG7M12 (註:JKは試織順であるb) 5-5.判定方法 とのむらを計鈍器で測定するのは困難であるので10人の判定者でシポむらの多少を肉眼 で比較判定した0 5-4.半陛結果 (》打込の影響 嘲78cm!......瓜r●,`.●■.: 拙....'.'...;W1...).....'. むらむら 多'少多一一少 (i,0,m.TA〕(27040mOT^) (JK2,JK5.mー5)(A69,I,614,ノ佑6) むらの多少 68 劔(必12,必10,M-1)(JtGB,ya5,.Kl日 この結果打込の影響を見れば密にする方がシポむら吐滅/^する債向にあるo ②歳の影響 軒､!.Iこ.:95㌢.-....T.I.. 78m5It.1'.:.A...:.::.廿‥.:......: ●■ 多むら少多-むら.少 (……D*OTA■Ll(,620#oTA) (Jf610.JK4.m14)(Jth:2.R7,^69) 95琴′:::..i. ●●■●●● ■●● ′ ･雪 多むら-少 (冒,0,*oT^) (必8､^615.Molls) ●● 



歳の影響は密度を粗くする方がyポむらが減少する憤向にあるが. 8 5羽と9 5羽との差

は比較的少なかった｡

③　撚数による影響

‥　　　24叩TA

●　●

( 96喜;V,

(R12.ノ広8)

70

( ::;;

(必14,.艦5)

( 86諾,L'

(必7.Ji615)

(三漂,I

(.艦9, JK15)

株数による膨智は撚数を多くした方がシポむらは減少する憤向を示しているが,しかし撚

数によってyポの形状が大きく変わるので撚数は二重撚やビ1)撫の発生し夜V'程度でなけれ

ば去らないo現在の撚数より増撚することは,糸切れや二重雄などの増加を来たすため緯糸

本数(繊度)と撚数との関係は大きく変更出来ないように思われるo

以上の結果, (1)練糸の打込を多くするo ( 51朝.兎C7n - 60有名.78珊)o (2)歳密度を粗く

する｡ (70堅.7BCnZ - 95墾_78cm)0 (3)撚数を多くするo ( 1920T^ → 24DOT^)

ことによってS'ポむらを減少させることが出来ることが判った｡

4. 2回目の託織とその結果

I_　第1回目の規格による影響を参考にして2回日を次の規格によって試織した｡

4-1.試織条件

経　糸　?B屯4g5

歳　　　　80朝. 78CnL

通　　巾　　45. 16釈

樟　糸　4▲2申ク9本

撚　数　　2559TA･S5占.0藤, 2占58T^(･Z　59.4啓

打　込　56有色78CnL

仕上重量　754g/12.5九

4-2.結　果

第1回のサンプJVよりもS'ポむらは若干減少したが,まだ充分満足できる結果ではなかっ

た｡その原因として考えられるものは,同じように八丁練糸機で施撫しても右撚と左撫に撫

縮差が生じてV}るので撚崩に差があれば当然解撚いレクや.撚ビ./チにも差が生じ.右妹と

左撚との境界部分にS'ポむらが発生しやすくなることも考えられるので.右操と左撫との撫

崩を同-に近い形に在るように施撚した方が良いと考えられるから,次に撚栃を同一になる

ように施燃して実験を行った｡

5.右.左の撚確による影響

撚鮪を同じようにする方法として次のことが考えられる.

(1)右撚と左樵との撚数をかえて撚席を同じにする｡

(2)右顔と左撚とのしず輪を変えて捧満を合わす.

このうち(1)の方法は作業管理上問題を生ずるので(2)の方法で行った｡

5-1.施撚条件

右撚を一定にして左撚のしず輪を変えて施接した結果は次表のように走った｡
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条件の下で試織したC, 劔ー~kinksと言っている○この現象を起こす糸を→時的把撫止めして韓糸または経糸に使用臓物 

-5-2.~結果 劔とL7t場針糸間に｢定隙間があれば織込まれた練糸叉は経糸は仕上加工時に湿潤によって自ら 

従来の古代ちりめんに比Lyポむらは非常に少夜く夜b目立た貴く夜つたが,完全に解消 劔安定した状態に怒ろうとu牡互の糸の解推力に-よb織物表面にS,*.を発生するoこのようにして 

lする処まで行かたかったDしかし.このような方法でむらを少なくしてゆくことは実際的に 劔綿クV-7○は出来るのであるが綿は膨潤性が大きいため5,ポの発生が顕著である○その反面弾性 

ヰ作業面で混乱を来たすことも考えられ最善とは言え恵い○ 6.まとめ 劔回復性に欠け外力による変形に対してその安定性が悪く仕上状態を維持しにくい欠点を有してい やoしかるに最近の消費者噂好は変形しない寸法安定性のある商品が要求され特に婦人用∴カジ ュアル用等アウトウエア一向きのものには絶体条件と怠って来ている.綿クV-プは捧糸に強撫 

片撚の強撚でS'ポを生ぜしめたとき.その出方により練糸が片寄って近づくとき.或いは離 劔を用hている関係上収相性が大き<寸法安定性に欠けているため用途が限られ用途開発のガンと 

葉音;れることによb筋状のむらを生ずるのでこれを製織I程.規格.撚糸法等によりその原因を検 劔浸っているo 

-発き討した鮭果. 劔従って本研究は綿クレープの風合を失うことなく洗濯等による変形を防止U酔態安定性のある 

表(1)製織=垂では (∋開口タイミングを若干早くする∩ ヲ:ど.1②経糸張力を強くするo_I,_≡ 劔織物を作ることを目的としてポリエステ′慣鞍経を併用して研究を進めた0 2.試験方法を 

と…(2)規格関係では, 劔製織条件 
■①打ち込みを多くする○ 劔使用原糸■~経糸綿糸408蔓 

∃②歳を粗くするo 劔練糸A綿糸40Sクポ7)エステ}1,751)-2dBB 

措…;.≡㊥撚を強くするo 劔R〝ク〝5]T)-29.08 

(3)撚糸関係では, 劔C"ク〟40D=50.759 
+.- 1､1~①者,左控の撚瀬を同じにするo 劔D.〝クn50D=52.69 

ことによってシポむらを少なく.目立たなくしてゆくことが出来るが完全に解消することは■: 劔密度経占5本/2.54珊 

困難であるoこれには以上の実験.t>1外の要因も考えられるので.今後は糸の形状の面からも検 劔緯4ロ.45t50.55.60本/254珊 

-討を加えてゆく予定である0---∫-='-i- ∴三を 葦~表 /::* :_y- ¥. 72凄 くZ -ヽ∴ 劔撚数綿糸,ポ1)エステルを引揃合糸後イタリー撚糸撫で撫係数5.45.4.0の掛 合.に施撫した0 75 
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B29.OS1077蔓9691861 C3n75S110919981886 劍����9i�ｳｨ���ﾈ-�zb閲ｒﾙ9iu蜒����ｨ���ﾉn(,ﾉ+x+2ﾄﾂsｨ捶�/�*�*�+ﾘ,h*ｸ,ﾉUr��rﾒv戊7cｨ+�����ﾈ傾,ﾉ+x+2��

D52.6Si1142呈10281915 劔七_.､こC.Fと荷重伸び率の関係はC.F値が大きくなるに従がい伸び率は低下の傾向を示してh 

琵M闇の撚数-4DK薄二(K:撚係数.N;番手) 劔_.丁_>.る.即ちC.Fが少かハ方が,Kinkgの効果によるS'ポ発生の良いことを示している. 5- 

撚セット真空糸蒸機90℃,40分間 製織方法上記12種類の撚糸のうちから下記の条件に組合わせ48種のクV-7○を遠州式 グ.)ツ′く-′レ-ム65吋巾,18Dr.p一mで製織したo 剩陳ﾒ�ｶ�｢ﾓｩUﾃ���zi¥�-�,�x��ﾈ-�zbﾉ&Y�ｸ��Yﾉzb�宝ｳ���肴梯ﾓｸ���x5h7ﾈ4x987ｸ5����ﾄ倬�?�爾�

製織の組合合成番手1撚数i打込 26.5!1,011gー各4覆類 劍ﾘｲ闔ｦﾙh�ﾇﾆﾇ(ｧｸﾘxﾊｲ48ﾊb｢ﾇD�ﾘ奢-)zcｨﾔ杏ﾈ��ﾇﾈﾇﾈ��ﾔd(ﾎ2�
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仕上加工 劔6�/�買CS��U�ゅ�#B經�����r經����ィ繝�"綟�?�=ﾂ�

地元簡協業組合で.波シポエンボス磯使用し波シポを形成したoそのときの表面温度ld]OUC 劔?�ﾝ�����S"��ゴS��C#偵cSR經�WC��津S�"纉コ經釘繝ｲﾙ�B�
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理については,湖東繊維(協)のベ-キング磯で180℃.5分間処理し.過剰張力がかからぬ-さ ようにした0 3.実験結果と考察 5-1.収縮性(蓑1,回1参照) 劔�u���#モ縱sR絣ﾓ偵��r經sR紊sづ#�"綯�ﾘｬH�械羚G(ﾊﾂ�ﾊｹ?��(8ﾓ��ふS#R���R��#�經S"ﾃsSR��S��)vﾒ�ﾊｸ耳險�3�#��b經#"ﾃS�2��#R��Cb繝Cゅツb繧ﾈ/�ﾘb鞴��W�5��ﾉl�6ｨ����vｧ"ﾃｲふ｢ﾓ｢ﾘﾈ���ﾘ���ﾕ�+�:�wﾘ���#ｨ��ｼ��辻簽｣ﾒﾒ�

収縮性はJⅠS.L-1042.D法に基づき行ったo試作品は従来の綿上晒並びにシルケット 剪ﾙ>C�sS�縱c�������繝S��ｳS"經�ゅ����ィ紊途�"��ｶ'"�

加工品よb韓方向につレlては向上が見られたoエステJVの混然割合からすれば太いもの即ち含 有率の大きV,.もの程安定性が良しへoLかし経方向は従来と同様の綿糸使いのため大差がなかつ 劔eﾘ�3)?｣｣ｦ�ｳ｣討���"粡(ｮﾃ&曝ｮﾈ�3�u6�s��ｳ8�8��塔｣r粫ﾃS#�l��

たo 劔yS#�VC���C#��經#R��bﾓ�#�繝�"緜�"緜��縒�

5-2.練糸のカバー7,ククー(C.F)と荷重伸び(図2ー 剴#(x�����#���經#"經R��#"經sr繝���7�*ｲ纈�.������x��

カ′しフTクダー(C.F)とは織物の糸と糸間の隙間を数量化したもので.織物の祖密の 倅���定ﾍg��ﾖt､W停�� �#X�x(蒹SS�%ﾓ�bﾃS#R��#�腓#r��k�鼎�縱��絣�
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であるo次式で求められるo 劔�韆H�8ｽ�ｨx�c�5tﾈx��3�6閂��堅x�S&6ﾒ�
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5-5.ポリエステル含有量と荷重伸びl弾性回復率の関係

荷重による伸び率は綿クV-ブの上晒. S'JL'ケット仕上のものより少凌いが,その回復率は

著しく向上すると共に荷重の除去と共に速かに画復し弾性回復率の良いことを示し一形態安定

に大きく寄与するものと考えられる0

4.ま　と　め

綿クV-ブにおける寸法安定性を目的として実験を進めて来たが､ポ')ェステ)レ長繊維と綿糸

との湿撚によって強撚糸使いのクV-プでも一応寸法安定性のある製品を得ることが出来た｡し

かし葉酸回数.経糸条件,仕上加工条件等を一層考慮すれば更に安定性のある綿クV-プが出来

るものと思われるo

各轟の試験より次の知験を得た｡

(1)布の収縮率は撚数の多い方が良く,撚係数は5以上が望ましいo S'ポ立ちと荷重伸びは相

関性があり, 5'ポ立ちから見る限り伸び率20虜以上あることが望ましく,加=方法.撚糸

方法によってこの数値まで達成することは可能であろうo

(2)練糸CI Fとの関係は解磨力にもよるが7.9- ll.15Z)範弼内では少ない方が5'ポ発生は良

好であるo

(3) ･if T)エステ′レの含有率即ち太いもの程耐洗噂収棉l弓革性回復状態が良ho

(4)現有の蕩抑エンボス機はその構造上裏面温度が低いためセット効果が出走hoまたローJL'

締めカ横いと綿糸の伸びがか1ェステ/レの伸びに追従出来ず綿糸が破かし･,されるし.締め方

がゆるいとシポ効果が悪ho

(5)熱処理加工En:ついて予備テストで150℃の場合セット効果は不充分であb I 200.Cでは布

が褐色を量する｡ 1 8〇℃, 1′ 50'の熱風による熱処理で充分売加=が出来た.熱風による布

の`′､タメキpが強(広い巾の布につし(て比熱収縮効果を防げる心配がある｡熱処理VCよる

収縮妓5虜であったが.加工前に比し加=後のシポ立ちは良く在っているo
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6)綿クレープシルケット加=の

最適条件について

技　師　福　永　奉　行

1.は　じ　め　に

放椎葉系繊維(木綿)の改質手段であるマーセル化は鼻牌品の高級化指向と共に重要な加=

々程の1つであるo

繊維をアルカ1)に浸すとアルカ7)織維素が出来膨潤を起こす｡この現象は天然セ'L,P-只の

結晶(セルロースⅠ )が苛性ソーダに上る結晶内-の付加反応によb続昆構造が変わb ( Na-

セルロースⅠお上びZl )水洗した後,水和セルロースの結晶構造(セルロ-スEF )に変化する

過程に基くもので'このようを変化が充分起こる*.めの7ルカ7)猿慶と温度の条件を与える必

要がある｡

現在マ一七叫ヒの行われるのは次のような効果を期待している｡

1.光沢の向上

2.染料の吸収性の向上

5.引張強力の増加

4.寸法の安定

そこで今回は光沢を中心にしたツルケサトの最適条件を兄いだナため2.5の実験を試みた｡

2.実　験　方　法

2-1供　試　料

楊柳クレープ,次亜塩素東リ｢ダ酒席

2-2　供　　薬　　剤

(i)苛性ソーダ

(｡)硫　　　酸

2-5　実　験　条　件

H)苛性ソーダ濃度(〇月`)

15. 25, 28. 5a　52. 55.

(tj　苛性ソーダ浸漬温度(℃ )

5.　9. 15. 17. 2n　40

ケう　処理原布の含水率(感)鴬

20.瓜　10a　14a lと氾　2m
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米　寿を一定時間水中に浸漬し取b出し,次の式によb所定水分に怠るよう脱水した｡

吸水後の重さ十吸水前の重さ~~~~　　敵水敵の重き~~~~　~ ~~ x 1 00

(⇒　処理工程

苛性ソーク頂潰一十湯洗い(50℃, 1分間)ー水洗→中和(82SO4　0･2%)

→水洗-脱水→乾盤

2-4　判定頭目および方法

打)光　　　沢
○

. 45傾斜法による肉胆判定,各々のバネラ-にて光沢の俄に1-10までの数値に判定

(p)　バ1)ウム価

JZS.'L-1004による,活性化係数の判定

100　- 105　　　　マーセル化されていをい

1 05　- 150　　　　不完全反能･亜マ一七ノレ化

1 50　　以上　　　完全マ-セノ叫ヒ

いう　収　縮　率

苛性粟津による収縮率

3.実験結果と考察

1.済度･処理温度と光沢の関係

濃度水準について光沢との関係を調べた｡濃度1 5 -55oBeまでの6水準について次の

ようを処理を行った｡試験布に一定張力をかけ1分間浸潰し取b出して1分間放置しそのの

ち湯洗い中和水洗を行い光沢を調べた結果図1に示すとおりであるo又, 60分放置後の結

果は図2である｡
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1 5　　25　　28　　50　　52　　55

液　　度　(加)

図1から激変が低いと光沢は低く28 -52'Beで充分をる光沢が=)･られたo又濃密後湯洗

いまでの放置時間について光沢と鍵慶の関係は前者と大差が表いが,低資産の場合に光沢が

少しあらわれ高濃度に糾､て低下がみられるていどである｡これはアルカリとセルロースの

反応の進行があったものと思われ,高猿度の場合に就経の表皮の破壊が現われ光沢が失われ

つつあると考えられるo

次に濃度を｢定にし浸溝時の苛性ソーダ液温慶を変えた場合の液温と光沢の関係について

前者同様1分後, 6ロ分放置後について行った結果は図5個4のとおbであるo

回る1分後の温度と光沢

5　　_9　15　17　20　　40

温　度　(℃)

2

図4　60分後の毅彦と光沢

25o鮎

0 o

5　　9　　15　17　　20　　40

温　　度　(℃)

高温ほど光沢の低下がみられ,これは繊維素とアルカT)の反応が発熱反応であるため充分

を永和セルロースが得られをくたるためと思われる0

2. -'7)ウム価について

7JL,カ!)浸潰時の漁慶とバリウム価の関係をしらべた結果は図5 ･図6である｡



図5は浸潰後湯洗いまでが1分間の場合,図占は60分間放置後湯洗いしたものである｡
○

光沢と同様低整度では-'1)ウム価も低く28 -52 Be　にてだいたい-定借を示しているo

又浸潰時の温度と-'1)ウム価の関係は図7 ･図8であるo図7は1分政経後,図8は占0

5　　　9　15　17　20　　40

温　　度　(℃)

5　　9　15　17　　20　　40

温　　度　(℃)

分間放置後の試料で,低温ほど少し高し､催いを示しているがほとんど差がみられ飢､｡

叉放置中の布張力とバ1)ウム価の関係について測定した結果は函9 ･図10に示したとお

200

nU
i山■i

バリウム価

図9　張力をといて1分後の
J1-1)ウム価

o J a
･-イノ

0　5℃

X　40℃

1 5　　25　　55

疎　生　(良)

.ハリウム傭
2

10

喝10　張力をかけて1分後の
バ7)ウム価

:了/ i
0　5℃

X　40℃

1 5　　　25　　55

濃　度　(追)

であるo無張力の状態で放置した場合の方が少し高い値を示している｡これは繊維内部まで

放置時間中にアルカ7)が充分浸透したことをものがたっているo更に温度が低い方がバ7)ク

ム価は高い｡

5. 7ルカT)処理条件と原布の収縮率　　　　　　t

撰11は7ルカ1)浸溝後張力をといて1分後,図12は60分放置後の収縮率を示す.図
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収　縮　率　　㈲

図17　張力をといて7分後の

収縮率

2 5　　2 Dj..ー摘

0　　　　5

■1　"

固椅　張力をかけて1分後の

7 5　　25　　55

硬　　変　(○加)

図12　張力をといて60分後の

収縮率

50

15　　25　　55

濃　度　(0年)

図14　張力をかけて60分後の

収綴寮

0　　5℃

△　20℃

X　40℃

o＼＼--_o

1 5　　25　　55

濃　　度　( ofLe)

15は張力をとかずに1分放置後の掴14は60分後叫縮率を示すo輔力欄で放置

し場合15Be'で5%･ 25Be'で17藤, 55B'eで24紬臥60分間政財場合は

低渡度で5%ほど多く縮みがみられたが25 , 55の高い濃度では放置時間による差がみち
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れをいo緊張状態における放置では好事問においては低濃度で差がをいが,高濃度において

温度による差がみられたo放置時間が長い場合低温ほど収鯨が大きく'反応性のよいこと又

効果が大きいことをものがたっている｡

4.ウエットマIセライズによるシルケット効果について

原布の有する含水率とシルケット効果について行った結果は図15 ･図1占に示したとお

20　　60　100　140　180　200

吸　　水　　率　吻

20 60　1 00　140

吸　　水　率　愉

bであるo図15は布含水量と光沢の関係である0億含水量ほど光沢はよい0 14[噛位から光

沢の低下がみられる｡図16は,,･T)ウム価であるがこれも同様に14[曝位からその借が低下し

つつあるoこれは繊維素中の水が多くをカアルカ7)と充分置換せザ茨応が不充分であるため

と思われる故に完全をドライ原布で貴くとも100GB位の含水量でもある程度のシルケット効

果は期待できる｡

5. 7ルカ1)処理中の原布の仲桁とシA,ケット効果について

90　　92　　94　　96　　滞　100　102

仲　　癖　　率　　悌
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只〕　92　94　9占　98 一oo 102

伸　縮　事　物

7ルカl)処理中の伸縮が光沢,バ1)ウム価にどのように影智をかよぼすかについて図17,

図18に示した｡すなわち原布を1 0う拓縮めつつ処理した場合又は原布を2別申ばして処理し

た場合とであるが,光沢は原布が縮むほど低下していき少なくとも原布の寸法かそれ以上に

伸ばした場合によい｡これは張力をかけた場合比較的7ルカ!)に対し抵抗力がある表皮が存

在し内部の放維素が7ルカT)で膨潤した場合,この表皮が強く伸長され平滑とをb又膨潤に

エb内部空洞がなくをb均質とを9透明性の向上とともに光沢があらわれてくるものと思わ

れる｡

4.ま　　と　　め

以上の結果から次のようを結論を得た｡
lJ

l･最適をアルカ7)濃度と温度は28-52Be , 9-17℃の範囲である.

2･光沢の向1には張力は出来るだけ放物の長さ方向にかけ少をくとも処理前(原布)の長さ

を確保する｡

5･張力をかけないで7ルカT)処理し砺琵合, -'])ウム価は充分得られるが光沢はほとんど出

をい｡

4･ 7JL,カ1)浸漬後は迅速に7ルカ1)分を除去し,湯洗い･水洗･*和を充分行う｡

5･ウエットマ一七ライズは100-12〔輝までの含水量であればある程度の光沢は期待できるo
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技師中川貞夫 劔4.切断伸庭が大きい 
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Y.ま　　と　　め

資材布として物理的特性,特にゴム資材では,強力･,l'中農･摩耗性に関しては,厳しい条件が

かせられているD

t　原　　　　　糸

従来からの2DSjBの強力に対して7S/1は72%程度の強力しかないo番手が2OS/5が

6.硝郎対して,単糸は7･2Sであb ,単糸を…に補正してもー一旦-965::17･-12--- tOIKvl未

となるoこれを75*^jc,腐鹿･強力寄与率,経0･舛　緯ti95で5cm巾の強力を算出すれば,

経　tOIX等-×5xa94-42･7Kg/5cn

緯1･01X等Xn95-42･カ,5m

とを9 ,布強力規格に合格し安い.

単糸の必要強力は逆算すれば,

経　44･o/u94×平岩1.04

緯　49･ロ/〇･95×半-日7

これは規格であ9 ,当産地の管理的を数値,経4517Kg　緯56AKgとして逆算すると,

経　49･7/0･94×旦号i- 1･187

緯　56･4/n95XlE半-- 1･55

と怒るo

最低でも1.2CKg,平均的を値として1.5OXg程度を強力が必要とすることになる.

2.摩　　耗　　慶

摩耗藍は,現在布(某社規格)の5.0-5.5倍多く発生してお9,このことも製品イ炉)大

きをネックにをることが判明したoこの原因としては,

り現在布が2DS/与の合撚糸で参るの忙対し, 7Sは単糸であるため,毛羽の披ける量が

多く怒る｡

2)毛羽の総量･分布を見ると, 2〔芦/5が平輔弼分布をしているのに対し, 7Sは毛羽長

1.4-1.5m2mを頂点とする分布を示している｡このことにエb , 1.4- 1.5AZB20)毛羽が中

心的複成継のため,これIb長いものはよ(抜けるのでは夜いかと思われる｡ (図1.図

2-参照)

この対策としては,原綿の長さを長くするとか,撫bを多くするとかを考えをければそ

らない｡

90

0 o.5　　　1. 0　　　1. 5　　　2.0　　　2.5

糸表面

淵　定　位　置　k)

5.0　　　　5.5花押

(との測定は東レテクニカルセyクーの協力を碍た)
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8)合繊混紡芯地の堅牢染色について

技師　川　添　　　　茂

1.は　じ　め　に

当県産地の芯地は.密度の粗密をかえたhわゆる42, 48, 55, 65, 75, 80, 90, 95. 1DD,

105. 1 10, 1 15etcの平織組織で糸使いとしては麻及び麻混紡糸使いのもので.番手は麻番

手50'S. 55'S, 45'S. 5口Isetcを用い.また巾75cn以上. 1反の長さ25れ以上のもので.

白生地及び用途別により後染めを施したものもあるが;近年､婦人用服地-の芯地の用途が広

まるにつれて.ポリエステノレ､ァクリル等の合織を混紡した色芯地が要求され.各色の表地

と色相がマッチした芯地が要望されている｡

これ等芯地の染色には､直接染料,硫化染料.分散染料及びカチオン染料等が使用されてい

るが,こあ場合,廃水処理時の脱色が公害汚染としての問題が残る.

故に,この間題も兼ねて.パジング法による顔料捺染(.)ユーダイW, 0パⅤタイプ)を行

うことによb廃水処理の簡易化と芯地の機能に合った染色堅牢度の向上を計るための試験を行

うものである｡

顔料パジング捺染布は.洗たく試験には堅牢であるが.襟染御中の額料濃度が1.5承以上に

をると.摩墳堅牢度が悪いので,これを補強するため再仕上糊,樹脂加=を行って欠点をカ/i

-するo

すなわち.澱珍糊. PVA糊中に熱硬化性樹脂〔尿素ホルム､アJVデヒド初期縮合物)を各

濃度に分けて加え.再仕上加工試験を行なうo

また,芯地の特性として.仕上加=後の布地には.収縮性.引裂強度.曲げ強度等の必要性

が求められる故に.この点についても検討した｡

2.試験方法

(1)試　　　料

ポリエステル5口車/V_ヨン7ロ砿　混紡糸　平織

番手.　　タテ,ヨコ共　80ls (麻番手〕

密度　　タテ　　55萄/254m

-　　5 0{/2.54 cm

(2)加工原布の前処理

精　練

ソーダ灰　　　　2g/A
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ポZ).オキシエチレン,ア′レキル.エーテ′レ　2㌢/A

溶比　1.. 50　　　85℃×50min

漂　白

1 5 a6次亜塩素酸ソーダ-　15･4cc/B

ポリエチレン･グリコール,アノレキノレ･フェノール.エーテ′レ　0･2㌢/A

常温×2Hr

中和,水洗

修酸　　　　　　2,5才/A

75℃× 15min　　後水洗

無　白

5 5蕗過酸化水素　　　8･ 6cc/17

ポリェチレン.グリコ-/V･ 7ルキノレ･フェノール･エーテ′レ　012㌢/A

(1 : 1 )鹿酸ソーダ-　　　1帝Soltl

溶比1 :50　　70℃×50min

以上の如く調整した試験布に,,顔料パジング及び再仕上糊. J畢脂加=試験を試みたo

(3)顔料パsjンク処理法

1)ユーダイWカラー　　　　7種　　　　0.04～15チ

4啓アルギン酸ソーダ-　　　　　　少量

I)ユーダイWバインダー　　　　　12-105㌢

水 ZGO

1.00Dco

絞　り　率　　約125痴

予備乾燥　　90℃×5min

熱　処　理　15DBcx5min

(4)染色堅牢度及び物性試験

(a)引裂強度

エレメンドノレフ,テーリングテスター(容量O-6,40D71を用いJISLlD01,

5･ 12.A法(ペンジュラム法)

(b)防しわ率

モンサント式拓しわ変試験機を用いJISL-1001. 5-18　A法(針金法〕

(d　収縮率試験
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直交配列表I.27(315)のありつけによる実験結果云=--;<誉 劔凉sﾕ�ｨ藝Zｩ�ﾘ/�ﾗ8,�+ﾘﾈｸ惠,ﾙ���,ﾉD�*ﾘ,h+ﾘ,�+ﾖ��

50% 防 鉄偵#Sb�#ゴ偵Sb�(防しわ性) 60_8960.91 ����ｳｨ自?�,R�X�ｵ�,x+�����,(*ｲ��ｧ萃ﾕ��ｧ豕鵤�ｸ耳��停ﾗ闔ｩ?�su3R�ﾓ裘ﾗﾒ�逃ｦ稗謦�Xﾄ���2俶H�8��ﾔ郁靈�,ﾈﾈｸ惠,hﾖﾈ���L綿�ｆ���Hｺﾙ7��ﾘﾜ�)tﾃ#rﾄ｣�R�,ﾉ+ﾈﾏ�Gｩ��Uﾈ,�.h.兒ｨ藝Zｩ�ﾘ,ﾈﾈｸ惠.h.�5ｸ輾ｫ�7�*ｩ�ﾘ��+x.凉�初�Hｺﾒ�wh蓼蓼自7�,ﾙ.�岑+X+ﾒ��

58.24 劍蟯ﾒ�-ﾈ+ﾒﾈｮ靉�,Tﾇ�#�ﾃ�4X�[(ﾍ�,ﾈ諍w�*ｨ.h*(ﾈｸ惠,h,�"ﾅ�d�%�<ioh,ﾈ�ｨﾘx,iNHﾋX+R�ﾊｸ+�,Hﾋ�)育俚x*ｨ*�.鑓+�.ｨ,ﾒﾉ��[(ﾍ�ｦ､YNDﾅ�d�ﾍ�,ﾉNﾙhﾈ,ﾈﾖI+ﾉ�ｸ*ｩ�xｸ仍ｸ,ﾈ昆:��ｸ,ﾈﾋ��/�籀晴/�*ｸ+ﾘ+R��ﾈ-�,ﾉuﾙuH*ｨ晴,�*ﾒ隍�ﾘ,���+x.�.�)|ﾘ*ｨﾋ淫ﾘ+x.�+ﾘ-�,h輊.ﾘ.ｨ.薬�

し わ 率 0 50 劔侈ｸ�>鞏ﾉ5��,�.h.�Xｻ�/�ﾊ�.�,b�+ｸ,ﾉ5��|ｨ*｣��RﾃU��(�,i�ﾘ��+x.�,hｺH,仄ﾙ7�,ﾂ�翳蓼耳�ﾅ��ﾍｴﾈﾏﾈ�8*ｨﾊ�.x.ｨ.停�菱+�.ｨ,ﾒ��xｬ�5�,ﾈ昆:��ｸ*ｨ.h*ﾘ,�(､�ﾘ,���+X,I¥��+X更*ﾙn�"ﾉ|ﾘ,ﾉZｨ藕*ｨﾗ8.ﾘ.ｨ.����+ﾘ-�,X*�.�,h輊.ﾘ.ｨ.薬�

J 153℃145℃16UC 鳴��ﾖ悶Vﾖ悶Vﾖ問�-_1三 :~÷J 62.7659.68重き≡ 2.41 二-:pf �3r�ﾓ蹤U�7��+2�+ﾂﾓ｢�灘��ｲ�ﾘｪﾓ��S4ﾂ�ｩ>Xﾜ��Rﾙw"�{2��y8ﾊCﾒ�鞴����ｲｲﾒ�ｴr�ｦ��

キュアリング温度 6527 57. �4ﾈ8X4�8ｨ984�隴B�c���cS蔦#Sc"縱R�刹怩ﾅ≡触媒量による影響は.その添加量が増加する程,強度の低下する傾向が見られ,また. ≧蔓 一斉: 賢三キュアリング温度による影響は処理温度があがる程.強度の低下する傾向が見られる. 賢二これは.樹脂の縮合が開始される憶点での温度とPHと水分の含浸される割合によ-て i: 

54j男 劔･S吏:左右されるものと考えられる0 1髭を(a)防しわ性 

喜二防 劔墜坪���ﾒﾒﾒ�ｭ�ｨ��Zｨ藝Zｩ�ﾘ,ﾈﾈｸ悸H�陌Eｩ7�,ﾉ�ﾘ��,�,h.�,�*)f�+X.ﾙzh,ﾘﾏﾈ�8+Rﾉ�yGﾙE�,ﾙ�8ｷ榎ｨ,ﾃ�{��

_苧_しー 劔佇#ｸ,ﾉ5��|ｨ*｢ﾃXｫH,ﾉ5��|ｨ,ﾈ�ｨﾘx.h.�.�|x*(ﾈｸ惠/�麌+X+ﾖ�+�.｢�,ﾙ�yGﾘｨﾙ7�,ﾈﾜY4ｹ|ｨ/�Xﾒ�

わ 率 0〝 劔侈ｹu�+x.�+�,h,�.h.因ｸﾘxﾞﾉw�*ｩ|xﾔH,俎8.ﾘ.ｨ+ﾘﾈｸ惠*�.yx�.�.�,ﾈ,h輊.ﾘ.ｨ.薬�ﾊｸ�8ｮ靉�,ﾈ帽ｻ�,X,ﾒ隕Xﾍ�,ﾉGｨﾘxﾍ�,ﾈ�ｨﾘx,ﾉ_ｸ*ｨﾞ�?ｵ�d�ﾍ�隕X��%�<h諍w�,ﾈ�ｨﾘx.d韮�

きま +I-- 

I 20宙55留50虜 樹脂液濃度 58.958.10 姪��(6俾�紮ﾖ夜��問��陂ﾜ穎��ｩ-�鳧ｭB�S偵SSSB緜cdB繝b�1啓5多5aTjv._:～ ��舞､､も良い傾向で77=したo 

触媒量-じ二｢ 試料 ポ.,1エステJL,58/V_ヨン70 -I:-こ 箔ｨ耳ﾝｸ��+�.ｨ,ﾒ�$ﾙ[(ﾍ�*�.yx�.��8*�+8,b��d�,ﾈﾖI+ﾉ�ｸ*�.yx�.丶�ﾘ,���+x.僵ﾘ庫|ﾘ,ﾉ�ｨ�b�x��皦ﾝX���8ﾞﾉw�,�.h.�.�,ﾈ,h輊.ﾘ.ｨ.薬�

50 防 劔頚~二 三こ ･瀞 ;'/3 十 三二二 冉�｣ﾘ爾�ｹ3ﾘ4ﾈ8X4�8ｨ984�隴H,ﾈ帽ｻ�,ﾒﾈ�hH�8傾*ｩ+x+Rﾒﾉ/i|x+S�ﾈｸ惠,h,�,�+ﾖ��

58.05 劔邑-:(C)収縛性 守!.ゝこれ妓表1の結果より芯地としての醜晶の責任を負える数値として｢韓に諦められてしへ +- 誉-,る1.5啓以内th=防縮出来る結果を得たo 

し わ 率 劔中B��H+ﾘ*ﾘﾉ怨97��+�,ﾈ�ｨﾘy(�,ﾈｦSy�h,h.�ﾃ���,ﾉ�H+ﾘ*ﾘ韋ﾋ�,Y¥����b陌��X,h.�Xｸ�,X*�.�ﾄｩ]H+R�ﾜH覃�8�陂��ﾔ�/�邵+X+ﾘ.�,ﾈ/�X��綛��,i�H+ﾘ*ﾘ/�ﾗ8,(+ﾘ*｢ﾉWｩ&�,ﾉm�秤zx+�*ｨﾊ�.x.｢�.�,ﾈ-ﾘ,Xﾉ怨97�,ﾉ¥�ｲ�,ﾘ-ﾘ.x.ｨ,�*�,�+ﾖ��

■ ■号-,/I 言も ) ..き■ -.3貢tJ一一 ��R�摘1.㍍5.㍍欄義粉1絆VA疲粉7DAvA50:…17-- 剪�

柔軟剤添加量基糊 }-ち _I.■､.考 劍+)���ｲﾘ5ｵ���ｹ8����i 

rこ. .J雪.㌔ ､-⊥ 酔≒.,=- 空二二革 むL≡≡-L: 午::♪■ iit ･.言J;ち. ･一tfJ �����剪耻ﾈ/��������?��



享≡.-.;匿 箔｢ｲ�ﾆ���ﾂ�&���Vﾂ�j���"�R����B�|r�ﾄ箸�6���｢�U$R�ﾈ4ﾂ�Xﾈ"�OH�ﾂ����X,B�j�R�瀞��r���"r�ｲ��b��bｲ�i 】 i 】 1 】 i 一 事 l表4 1顔料パジング捺染布,捺染条件 劔刎b�ｶ������()&｢�ﾄ��ﾊﾇ褫ｲ��ｸｬ2ﾆ佑ﾂ�,�5��&��(�爾�十 守 俐H覃�8�陂��ﾔ嬰���陌Eｩ7ｉ.�*C#���yGﾙ|｢粟ｩ┴��ﾇ益Y|｢忠{ｓ��

.庖1 迄8ｨ8h�ｸ5�45x5��ｸ4�7X8�4X95%D5��B���雫 等議 1.,i% 薄≠ ■ 義 †pi i-i≒ 芋1- 736 志 望ン 調�ﾉYΥ�ﾆ��*ｲ���?��ｩL�����ﾘﾋ��ﾓｨ���ﾆﾂ��b�

4藤7′Vギン酸ソーダ-12.0 劔冕�H,X*ｸ�>鞏ﾂ�:�璽"�

】薄褐色 綿8ｨ8h�ｸ5�45x6�48985��ｳTｵ3�ゅ����S都������剴ﾚH+�*ｶﾄI:��I[(ﾍ��ﾊｺHｮ靉�48ｬ蜃uDB�ﾒｪBﾔ頂�陂悠�ｩ-x鳧ｭB�問�"�4ﾈ8X4�8ｨ984�y7ｈ�笂�S����6r�/����褸4ﾈ4x4�8ｨ984韜隴B�問迭�,h耳馘ﾂ��8ｴﾈ,ﾈﾜH覃�8�陂��ﾔ�/�邵+X+ﾘ.�,ﾈ/�韋ﾋ�Wｨ,h+X+ﾖ��

計1.000 

一応2 亦�ｩ�)�b���い)ユーダイWグーキスブJレ-:FBL1.0 日啓アJレギン酸ソーダ-50.0 匿~ダイWバインダー5KS去,7芝呂 

l∴毒∃ 劔桓1,COO 
1 I 1 迄8ｨ8bﾘ5�45x4鰭985tdｵ3�����Hﾛ�4�､ﾂ�4ﾘ98褸5ﾈ�ｸ5�ゅ���)x7��m��*ﾘｫB�.�蕣Bﾒ�8b�池ﾘ蔗�呈b�z�ﾃr�ﾖh召ﾂﾂ��畏h+����X4ﾒ���+"����ｪh奉�謫ｩ&��討�����弴,U���｢ﾃ�ﾒ���H蓼爾�ｲ褪褪ﾉUﾃY�H+ﾘ*ﾘﾉ怨97鞍(ﾋ�ﾈｸ悗�

ノWo.5 侭:��b�FリユーダイWバインダー5KS12.ロ !水979.0 劔二相別若鷺F器空言布5再芸芸樹l脂5b口蓋布 

計1.000 剪�･左1薄褐色L農長日..…≡ロ 

華4 蝿vXﾋ罕h丨99m�~ﾂﾔdc%(ｮﾂ粳f��囮�h,ﾘ8h�ｸ5�45x6�48985��ｳTｵ3倅�Cｦ��

++ + L璽 ≧嶺 Lg- 秦 肌F�)�)�i�ﾙ����)l盈���鉄SSH*ﾃR�YX����ﾉ)��ﾘ���桓1.0ロD 

ノ拓5 ��I�b���日)ユーダイWvツドFBⅠ6.0 4感アJレギン酸ソーダ-8.0 .1)ユTダイWj<イ~ンダ-5KS72.0 �'ミ一 ㌢': こち./～ 禁三 三と ¥､く-～ 

水914_0 劔汚染羊毛555 

計1.000 刮ﾘ ご-:7 -L/i= ･コ,1-ー■ ∵+l ?-ノー 蛋 + ;i-㌔ =ネこ 演.三 義 響 +++ 要一 ;こき -'L{52-- 3= + F<-_- i-iiJ 築L 薫 ����.(ｹﾒ�X*ﾂ����u�7��ノ165赤色…退≡㌔毛≡日5555 

^6.6 �｢�爾��ｹ|��b�1)ユーダイWグリーンFBK10.0 

リユーダイWイエローFF8G口.D2 4藤アJVギン幣ソーダ-45.L) 劔ノ拡占深緑色変退色綿4-言5g55 

1)ユーダイWバイ-ンダー5KSID5,ロ 劔汚染羊毛555 

水84｢)_D 劔必7紫色芸退-:羊綿毛555:55g 

計1,ODO 剪�

リユーダイWレッド,バイオレットFR15.0 劍��ﾒ�ｸ�bｲ�V･B�ｩ?�V��ｲ���B��罐ｧ%��定�ｷ�?�蔗�ﾘｶ2�迭ﾙ<r�ｲ��｣ﾒﾒ�4x5%�*ｷ��ﾕC｢ﾔ���3�����･�ﾖ��m�｢�Dｦ｢r�ﾔ鐙坂�eﾘ�2�注..しげれも数値ir:=等級を表わすo 

AJa,7 倩y�b�リユーダイWブラックG1.5 4感アJVギン酸ソ-ダー45.0 1)ユーダイWバインダー5■KS1口5.0 劔(e)摩擦堅牢度 顔料パジング布(表4.)に前記の再仕上樹脂加工を施したものを試験布とするo 

Ezk855.5 卑1､000 表4の顔料パジング捺染布地を下記の如<.再仕上卿指加Iを施し.洗たく.摩擦試験 布とした0 102 劔剿�擦試験は荷重200㌢及び5009をかけ.未加Iパジング布と地変判定した場合 0.5-1級の堅牢度の向上が認められる結果を得た0 1 1D5㌧~ 



L<.Ih ･十 賢さミミ 監矧: 表6摩擦試験結果 色相別t再仕上未加工布1再仕上樹脂加I布 ���ﾂﾂﾒ�ﾈ耳蔘����8蕀?���ﾕ�ﾘ�JB�ﾓｦ崩��bﾓy?�vH爾���ｲﾈｩb�-_Tfl ÷ 'yi~三㌔ 議琵 ★ー 末d�ｨ爾�ﾒﾃｸv��w"�著7H4(6(4�5胃ﾉ(h,ﾈ7ｨ8ｸ7ﾘ8ｨ98,b�

i接辞…橿董4量5rj54-5) 劍+ｸ,ﾈﾏ�ｨ,�,(*(,B�

J#?!…妻7-:≡Jra5燈可霊荒15言4芸 倅�*ﾈﾗR��7闔ｨ爾�φ､ﾈ6b�r粐ﾒ��ﾕ���*ｲ��B���8�7��｣ｳ｢ﾒ�n･Bﾒ�末｢ﾕBﾖ��ｲｲ�筈､板�ｶ�7��R簫鞴���逃h蔗�ﾋ��籃����剃尼��ﾓ�ﾃu��z�7�7褪�椎�.��ｲ�}�ﾒx7����+�)�b�-��+(蔔簽2��ｽ���で��7ｨ蓼璽ﾒ���.�n��邉ﾒ耡ﾒ�*ｲ貮"�ﾈ��蕀dg��ｦjB�8鐙���)｣鉅耳爾�蔘ｳSﾒ�ﾘﾃｴ��d�?ﾈ爾�U抹��7Dﾃ､辻�ﾔi?��蕀?��*ﾂ��ﾘｶ��Cﾓﾃｲ�Sﾕ2�I? =T_+' 挙{く ~√ {tT ざま_ 十l ■脊 _,慧 缶 ･3 ㌔...撫 三逢 ~垂 r-76喜 ll ~票 ㌔ 響 宴 1､棄 千 讃 ･葦 -詫 ･㌣㌔ .i 秦 -∵十 +_1 偃Xﾛ����ﾈ�鶯�

賢葦を萱…^64黄色I霊芸i55二三5才4(4) -灘:1芸56.≡緑誼纂;室44蒜5,,) 剴��,ﾘ+h-�,��,s｢ﾒ��自Lｨ,�+ﾈﾇ��Yu(,Y�Y�hﾘﾉ�X+8.ｨ+ﾘ.�,ﾈ,ﾘ���ﾉ怨97�*ｩ.�な+�.ｨ,ﾙ�9d俔ﾉ�(,ﾉ(h,鎚+ｸ,ﾉ�R�{�,ﾉv陝�7�/�+ﾘ+x*�.�+ﾘ-�,俐Y.�(ﾌ(ﾙ�7�,ﾉ�Y�Xｮ�/�.�,�,F�.�+ﾘ-�,X*�.鑓-ﾈ+ﾒﾉZｨ��*ｩ:��

主をiJK7l紫可霊漂.55=44l三=44'(44', (荏).()内は荷重200㌢の場合の等級を示す0 4.まとめ 劔(#｢ﾘ自[ﾙlｨ�8,�*�.�+�,hﾆ(,x*ｨ+ｸ,ﾈﾋH宿,im8.ｨ,H*(.鑓+ｸ,ﾈ+ﾘ-�ﾙx�*�.x+�.ｨ.x,ﾉ�Rﾉ�H5�4�,h,ﾂ�ﾊｹ?�籀�¥hﾉ怨97�,ﾈﾏﾈ�9d�,h+X,B霎��陌h�y�4ｨ6(7cr�984�7ｨ�ﾈ8ﾈ7ﾘ8ｨ98�ｴ�Y(Xﾝﾈ,�.h.��Y{���りﾌY(Yd�*ｩw�*(.x.ｨ,F�.躍ﾈ*�+X+�.ｨ.x,ﾉ(h,儂H���ﾉ怨97�/�ﾘ(-�.�*�.ﾖ(,��i�ｨ/�.ﾘ.�*ﾘ+R�*ｲﾘ+ﾖ"�?ｨﾏXﾉ怨97�/�.�岑+8+�+ﾘ*�.�.�,ﾈ*ｨ*�.鑓ｾ��陌iZYyﾘ,ﾙ�Y{�,ﾈ*H+�,X.�<�,�4ﾅbﾔ��

_掛…二,.;の芸芸霊芝芸:誓墓誌言霊誓芸芋芸三三芸志芸号三豊芸慧ht'誓言誓ok志望::Bb: 劒Y�ｸ,ﾈ.h*)�Y{�,�,ﾈ-ﾘ.�+�*(.x.｢�7ｨ8ｸ7ﾕB�98�yﾘ,ﾙ�Y{�,ﾈﾘ)Zｨ��峇�-ﾈ+ﾘﾌY(Xﾝﾈ�yﾘ傾ﾝｨ査�8･��,ﾉ�Y{�*ｨ4�6ｨ4�99�ｸ,X*�.�+ﾘ-�,�4ｨ6�4�98ｨ��ｸﾝﾈ,iKﾘ呵+8+Y+霽�/��i�ﾈ+YW9v��ｸ,ﾅbﾘ4ﾈ,h+r�

する必要があるo 劍.��ｸ+X*�+XﾌY(Xﾝﾈ,ﾉ(h,�,ﾙ��ﾈ,ﾈ.h*H,僵ﾘﾞﾉw�/�ﾗ8*H.�,ﾈ*ｨ*�(ﾋｸﾝﾘ,ﾈ.h*H,�7ｨ8ｸ7ﾘ8ｨ98/�ｭﾂ�

柔軟剤にかしつては,その添加量が増加すると引裂強度は向上するが.防しわ性に対する影響 劔tﾈ+X+ﾘ7H4(6(4�5胃ﾈ*ｨ.�+�*(.x.ｦﾉ?ｨﾏXﾉ怨97に�i�ｨ,h,ﾈ忘$ﾘ.�,�*ﾙvX更,俯ﾈ��ﾉ怨97�/�ﾏﾈ�2ﾒ�

賢妻蓋買蓋≡真書萱o誓,pVA糊の単独-の場合よりも-わ度,引裂強度と 劔��躪蓼蓼蔘ｨ蔕�(蓼6､ｴﾅ�'D�~ﾅ"ﾃ��霽ﾈﾇ杏�9(蓼蓼ﾇ員�6h蓼蓼蔗ﾂ｣｣ｨﾋ�6ｦ���ﾘ�8�?��ｨ*ﾈ���684�5胃ﾈ*ｨ､ｩJﾘ+8.｢ﾕG(*ｸ+ﾖ�+�.ｨ.x,ﾈ7H4(6(4�5胃ﾈ,ﾈﾏ�ｨ,hﾕ�,偖ﾙ��,ﾈ7H4(6(4�5胃ﾂ渥ﾉtﾈ7｢�
また.弄料′くジングの場合.摩損堅牢度.:ri:特色になるに従い完全(,C5級まで向上することは 劍8ｸ7ﾘ8ｨ92�,�,(*(,H.�+ｸ,ﾈﾏ�ｨ/���ﾋ�+x.�,h,h.�,偖ﾙx鰻�,��8.儻ｨ�8,ﾈ�9z�i��7ｨ�ﾈ8ﾈ7ﾗB�98,��

困難でj;あつても.再仕上糊加I処理により,可級的に0_5-1故の堅牢度の向上を望める結 劍,(*(,Hﾉ�:(+X+ﾖ��
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以上の結果は,実際工場内で襲業している状態と同一に加工条件を称えることはむずかしく. 劍,ﾈ7H4(6(4�5胃ﾂ員ﾙx�*�.x.�+�*(.x.ｨ,Ebﾈ.�.�,ﾂ�,h6ﾗ�7ｨ8ｶb�98,ﾈ7X42ﾈ4�5胃ﾈ,�,(*(,I�R�

異なった要因が入って来る場合が考えられるC 劔{�Y(X�yﾘ/�ﾗ8,�+ﾘ�ｸ諍w�+X+ﾘ7H4(6(4�5胃ﾈ,ﾘ鵁,ﾆHﾆY}�,X*�.��ｲ�
=iも首`なれ現在耗維製品に対する有等物質の中にホ′レム.アJVヂヒドの規制が厚生省令第54号 劍t�5ふx�ｸ8�7H4(4�4腑d2閏)ib��

にかいてなされている関係上.今後.ホJt,ムア′レデヒドを含まないか又は合音九でも耕制値内 劍t��4bﾓ�"�4y�r��

でとどせる芯地の硬仕上加工試験に頂り組んで行きたしJlと思うo 劍t(5��ｸ7h8�7H4"ﾈ4�5�b閏)ib��
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フィ.ツクス剤(濃度100蕗として)但Ljq状品については1/2濃度として使用したo �(1)白場,汚染.白度変化 

処理濃度はフィックス剤使用書のとおり,供試料重量に対して1頭,5帝,6帝.日東. 12虜,18虜.25感とした.1-6留までは一一｢殴染色物の場合の淡色.中色,漁色の使用例で あるが,捺染々法,蒸熱条件,整理加工糸件とに適合さしていく濃度として8蕗以上の淡度 について行ったo浸演処理温度は50-70℃平均60℃とし.浸溝時間は20分間としたo浸漕 二∑y 凾ｫ∴1=表<1>白7:-...1度変化 警三､警竺転売亮,L48.5.kfA.Fj8i方 

後取9だし水中にて手もみし垂布団地のシポ立てを行い水洗後6D℃前後の温風中にて乾燥し 剴�c二二5日7日5166.7i70.8J70.8i71.072.0 -+ 允o去-i, 2)測定方法::;､==芸 刳Wし5:妻55m童篤農E2.8h1.5272DFn2. 

(l)白場の汚染,白度変化_義 :'_._㌔ 湿潤シポ立て中白場に対する汚染はその敷島の品質の低下をきたし商品価値をなくすた-?Lぎ-; めに大切な要因の一つである.蒸L水洗中の白場汚染を防ぐためl{C壮フィックス処理は大.二号.ち- 剏ｫ一, 賢白場汚染 髪--一%11#Tl堅竺｣5圭4島,r芸L34.142巨8l方 

r･=⊆喜 剔N切である｡そのために生地の白場に対する汚染程度を?.Vスケ-ノレの1丁5歳までの級湧き 剞�-A::せ√-2日-4日一項4一一li‡ 

真弓■ミ判定によb比較したoまた白度維持も同様に大切であるために処理前及び後の白度をハン ≡ 十クー白度で測定したo i,-i 剴]≡5iA-5!5154551515 賢一54l日吉当5≡415≡4仁l-卜誓f55-4 

(2)ホルマリン残留量 厚生省令の方法1,,Cもとづ<アセナJV.アセトy法により一一.般用と同様試料1gから溶出 するホノレマリン量を求めた0.と敦;㌔ 兩賢二.6ー4i414日-4き5-4-妻 --賢=_.動)のようにノンホルマ')ンフィックス剤で処理したものは汚染がはをはだしく浸漂軒も 

露弓た(3)堅牢度?--i/きき 刮t中への染料溶出が極めて著しかつたo溶出の防止にETi浸液の温度を低下さすことによって讃 

菅iF:≡使用染料は湿潤堅牢度がきわめて低く.それゆえに前述のように固着処理剤の使用が必 �-><~ミ-- 壬√_<いくぷん防('こと壮できるがリボ立て中湿潤状態での摩鄭こよる汚染放防ぐことができをい. 

妻妾;-要である今回の測定において湿潤堅牢度を重点的に測定し従来のホルマl)ン含有7イブク.__`-こ≠ �,A:≡,: 義:~これ吐ポリアミンと染料との反応性の問題で処理中にお竹る三次元構造を構成する事は困難 

ス剤.新規恵ノンホJレマリンフィックス剤についての堅牢度向上性を摩擦,(学振Ⅱ型に 僮:-二､- 吏三一と思われるoホJt'マ1)ン含有フィックス三二ヒ白場汚/*.白度低下が認められたhoこれはホル 

汚よる湿潤堅牢度)汗堅牢度A法卜洗タク堅牢度について測定して効果を比改したo~::'こ' 刄}r)ンと染料との反応性が丁ぐれて分れ固着効果が充分行われているものと考えられるoE 

誘_g_.(4)フィックス処理後のホJレマ1)ン除去法について:-蛋 �/I-i 撃至.._2)ホ}Vマリン量 

l.i妻 剪｣≡;①水洗妾 鷲 凵ﾟ;~フィックス中のホノVマリン量を測定した結果表(2)C,ようで従来のフィ,クス剤中ホ′レマ.) 

艶ざホJVマ.,ン自体蛸常に動く性がたかく凍中への溶出も鶴であるoゆえにフイツ三…… �-さきII-Lン塵は非常に高い値を示してV,るが新しレ､ノンホJVマリン由に凱1ても反応効果との点から- -モモ■- 

クス処理後の水洗回数と残留ホJL,マリンについて前2項のホルマリン測定法と同様に求 剔進~. 条_若干のホJL'マ.)ン含有が認められた. 

めたo ②ホ}レマ])ン捕菓剤の効果について ホノレマリンは前記の水溶性のほかに反応性にとみ.他の反応基をもつものをもって処 理するとすぐに連帯してLnたホノL,マリンは反応を起こし新しtJ,化合物また/i高分子物質 剳¥<2> LJツクス剤亘/Vマ.)ン量l1才/100mB溶液を作成u享 A7cju7_7喜言クスDFCL#pp,t生省A-A法にて測定o 

1.:S をつくる.捕集剤はこのように遊離したホJVマリンをつかまえるため(JTL従来から樹脂加 工中あるいはその後の工程中に入れ.ホ′7/マリン臭をぬいたbしてしへたがこれをフィッ クス処理後略応用してみた0 106 ∴ 刄XープラフィックスWFF1579FLt ユニフィックスDFID′`㌢1 ダイヤフィ,クス】1825FLPt 107 i I 



Iら EK' 賢 -繋 弓 �+8��x��ｶ討�I|������{8ｮﾂ�図<1> 50 僭 S-tこ1 鷲;7 逮 >= ㌔ l十 i-i i;蒸 頂 ､ネ ��+r�J�｢�wB�尼胄�v�ﾒﾓ｢�ﾜr�フィックス処理後の三珠留泣顔ホ}レマリンにつLrlての結果壮図(1)のとおりであるo 含有フィックス剤の処茸射TR.度が高hほど残留する避妊ホJL/マリンも大きく売っているoま たフィックス剤中のホ′レマリン量が高いものほど大きい値を示してV'るoLかLo.W.fで 25多までフィックス副を使用したが残留しているホルマ1)堰は厚生省令の75FLP>よ.tHd:る かに低い値をしめしている0 5)堅牢度 劔劔剪ﾗﾒ�?�ﾘb�v��Rﾉ<Xﾜ��･�ﾒ�9b�ﾘ+ﾒ��峰ﾈ����ﾒ�ｲｲ�耿ﾇ"ﾒ���ﾘ7��Sｨﾌ2�咤鞴�ﾒ�Ih+2�g&停�蕣H蒔B�闔ｨ自�ﾘ爾��r�Y¥粉ﾃw��ﾖ抱檻�+x����&��,h�����｢ﾉ{4ﾈ������R�闔ｨﾆ"�7顋｢�ﾒ讀e���｢�&�����r��V��+2�綿ｨｲ�ｲ�ｲ�皦ﾎ｢�ﾈ���ﾆﾈ7���8�粐�X�8ｸr�ｲ�ﾂｲ���ﾄﾂ�ｴﾃｦ唯�ｸ�����爾�｢ﾃﾃﾓ��ｲｳｲ�it. 

〟 ホ 劔湿潤摩損,汁,洗タクにたいする堅牢度を測定した結果(3),(4),(5)のとかbであるop- 

}V/ 5 マ 劔表ー<3>`摩擦堅牢度(湿潤) 
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摩投におけるフィックス効果は.ホJt'マ1)ン含有の高いものにのみその効果が認められた

が他のフィックス効果は蒸しのみによるそれと大差がなかった｡洗タクに対するフィックス

効果は表のように認められるが.摩擦同様フィックス処理浪度との関横はあまi) j5:V)と思わ

れるo　これは汚染(モメy)において言えるが変退色の効果についてみるとd多(O捕f )

までは濃度の増加とともに変退色も向上するが,それ以上の濃度に卦いては濃度効果が認め

られ釦へ｡汗にたいする効果Irl表(4)のようであるが全ペてのフィックス剤が低濃度から効果

が認められたo Lかしここでポ1)アミン系のフィックス剤について濃度関係をみたときに遭

作用がみられ表中1.2.4のフィ　ックスljCかLlて濃度が高くなると汚染現象があらわれてきたo

これはフィックスと染料との化合物がアJt'カ1)による加水分解的連星応を起こし染料を遊離

してくるものと思われる｡

4)ホルマリン除去効果について

水洗および捕集剤による務留ホルマリンの量を求めた結果LLま図(3)I (4)のとおBである.

前述のホ′レマ1)ンの水溶解任の点からして水洗回数の増加によg)残留ホノレマT)ン-k少なく

さすこと壮できるが染料脱落の点からもあ-jE b多く水洗することは不可能であるoそのため

に浸溝処理,更に捕集剤による処理を行ったところ捕集剤濃度8帝位いからその勃興がみら

れた.しかし.実験において測定で幸恵かった高ホルマリン残存の場合.例えば数百FLPLを

どの時にはさらに高濃度の撰集剤が必要とされることがうかがえられる0

4.ま　と　め

ノンホ/レマリンおよび従来からの含有ホ/t'マ1) yフィックス剤についてホルマリンの残存と

効果につしへて実験を行ったがノンホノレマリンとして市販されつつあるポリアミン系フィックス

剤仕従来のものとくらペ効果の点にかいて著しい差がある｡特に処理中の染料溶出,白場汚染､

白度の低下にかいてはその効果がかレ1無に近い｡また,従来のフィ　ックス剤については前者l'C

くらべはるかによい効果をもってLriるoこれはホJVマリンによる反応性の効果とみてよし､と思

われるoホルマ7)ン残存の点からしてまたフィックス効果からみても従来製品のフィックス剤

は現状にかいて使用できるのではないか,しかしその使用粂件を充分確立L必要量以上のフィ

ックスを使用したいことが大切である｡在ぜなら煮2)に示したようiI7'LFq当量のホルマt)ンを含

有している点に留意し.保管.処理方法を管理する必要がある.

実験に供した染料につLrlての処理方法75:どは占～8啓( o･W･f )程度の洩原で十分であると

思われるし,またそれ以上の強度にかいてtriそれにあたいする効果がみられなかった｡

更に堅牢度を向上さすためにはもう少し十分を蒸し過程と低濃度のフィックス処理によりレ▲

雀まで以上の堅牢度向上をはかることができる.
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5-2　染織デザインに関する研究

主任　嶋　貫　佑　一

本年も継続事業として県内特産織物の中で夏場の麻ちぢみふとん地および正絹ビロ_ドコ_ト

地を対象に消費市場に3;,ける動向を調査しI次期産地製品づく｡の資料とLて発表し.また新L

Lへ市場性を開発するための意匠デザインの試作研究と次季向流行予想色の調査研究を行ったo

0)夏掛夜具地･座布団鞄-カバーについて

時期的に8月･関東･中京欄西各市場で製品についての動向調査を行ったが.デザイン面

についての概要は次のとかわであったo

全般に麻ちぢみに対して各市場とも･根強い人気をもってレ攻｡

関東･*京･関西とも･和式詞柄を中心にした葦花柄･幾何柄･古典柄･文様柄等のあっさ

りとした構成柄が好まれ･色彩的に(ri夏場製品にふさわしh宿昔感のある単彩夜色使いが受け

たようである｡

また･デザインの試榊てあたっては,ちぢみ独特の和式を素材感を生か日t創作研究を行っ

たo研究作品の発表/,dI9月中旬･市場調査報告とあわせて業界に対して行った｡

発表した市場動向調査酎拍次季向の産地製品づ<りに方向を与えl試作研究デザインは新

しい市場性を求める開発資料となり.製品化されたものは好評であったo

(2)正絹ビロードコート地について

1 2月初旬･集散市場での消費動向の調査を行ったが概要として･柄行の傾向についてはあ

まり変化td:見られ夜かったが･色彩的な面で,時代感覚に即応した開発研究がのぞまれたo

これらの調査報告はデザイン試作研究発表とあわせて1月下旬に行ったo

市場での動向調査賃料は次季向製品づくT)の指針と売り.また.試作研究を行ったデザイン

(ri3:業界に配布し,新しい市場性を求める製品づくりの資料となった｡

(3)流行予想色の調査研究について

日本流行色協会資料せ参考とし,産地製品向の予想色を撰訳し.参考資料として調整し業界

へ配布提供した｡

停向として虹全般に伝統文様の小紋や友禅tLどに見られる美しい色艶粋を色調であり,

落ち着L^た空間表現が意図されており.配色面で仇強烈売コントラスtLi-さけられているG

-試作研究デザイ　ン-

1.座布団地､カバ一向デザイン

等異梅軒114頁　～ 11占頁

2.掛夜具地向デザイン

等夷掲載117頁　～ 118頁

5.ビロードコート地向デザイン

写其掲載.119頁　～ 120頁
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5-3　試　作　研　究

1)綿斑クレープ　　　　　　　　　　　　試験研究係長堀井利男

日的　ヤング層向きの7ウクーに適するクレープ詞生地cT)試作

設計概要

原発　経　綿/rL]S　練　絹狸糸目S追撚65DT/MZ

密度　経　80#/2.54C7n　緯　4〔輿.54C7m

巾　　　連邦1rJ2CTIL　織上巾98C犯　　仕上巾70CTR(ナミシホ加=)

組織　　　　　　　　　平

結果　舞糸であi')加撚糸瞳の糸切れが気念書;n_たのJCpリング撚糸樵で施然Lたが,イグリー式

或-{璃三輪式でも可能で.ほほ所期の製品を得た｡

2)有緑ビロード婦人服地　　　技師　中川　私書四克己.川島良子

百的　地場産業としての有線ビロードの多様化を図るものであJfi'o

設計概要

原料　経　地　生糸2辞)/2太的(先練)

パイル　生糸21中X2本的ク2(充棟)

緯　④　生糸28中×2不こ的(充棟う

亀′　生糸28中×2本的5X5(先練〕

ワイヤー:ナイロ　ンテグス

密変　経　地　2ヨ〕#/5.78cm　パイル220㌢5.78m

緯　地117#/5.78cm　バイJi/数59#/5,78cm

量ET　　仕上　　　　1 54㌢/mA

結果

董r,.xj ���� ��b��

× ��b� 凵_､ �� 

i �� �� ��

[:xl ��� 凵_ �� 

iX ���� ��
I:I.::j1 �� ��｢��� ��

G P G P G P G P

G:地　　P:パイjL,

ワイヤー

@

④
ワイヤー

㊨
lib

力織擦F)一部を改良L.ワイヤーとして

のナイロンテグスの打ち込みを容易にして

パイルの浮きを4越の千鳥としてパイル嚢

灯を防ぎ且つパイルの下に芯(練)を入れ

パイJt,の倒伏を防止したので非常に弾力性

のある服地を得た｡

121



I 侈ｸ����99���+��8�ｲ���Sﾃﾒuﾒ��｢�ﾜ淫���2�ﾉ8�+�.�-�/�ｵｨ踪�7i���竰ﾂ�8y|x�������踏��R��ｸ���2�R罟ｶ�爾�������2���爾�ﾒ��b���)｢�ｻ�ｲ�u��ｴﾂ���｢�m�B�岐�9��ｧ#｢��b�^r��r���7��-LJ二か 1J==.1 ･ニー詑 亡-Tl- 表撃 だ ･J毒L.:i--一等 一覧~一意 >L一芸童 亨.撃顎 妻､二義■ 済一一-----I 髪二 ･駕 室-.塞 -1ぎJ 一句1-要 蔓妄ミij +- 毒 ■ ､上野 7-､;,iEL �ｨ爾�ｽ��?�&��X#ｲ�5ﾒ�a-て= を必要とするo (3)糸親韓の練減率を充分管理すること(撚斑が出来やすい)と撚糸や,準備.製織で汚れ 

≡.∃目的の警':三軍糸前哨練したものを使用して'璃古代ち摘んの風合の変化を求めるも 設計概要 品種】越越(古代) 劔に気をつける必要がある0 4)変化組軌こよる縮緬技師中川軌川島良子 ドビ一機やジャカード磯を使用して,変り組織によるシポの形状変化.蘇緬に適した変化組織 

賢11 lJii ･iS 舒ﾈ既��7引�ｹ�#いﾃ#Ygｸxｨt��h鏨#えC｣Ygｲ�劍/�ﾉ�:(+x.�+ﾘ-��,ﾈ��ﾈ�,X�l�/�韋ﾞﾈ+X+ﾘ,ﾈ,R��ｹ�I�ｲﾉYxﾘrﾉ¥�ｹ�y�H,�.h.��h+�.冢)��5�9��/�ﾉ�:(+x.薬�

墓覇;経掃≡≡4:,羽i85-.78-.5i,羽 劔��韋鞐ﾉV�,ﾈｴｸｦ����4佝�ｹ^ylｨ,ﾈｴｸｦ������ﾙOY�Hｴ�,9694俾驅ﾉ�H賈)ｩmｩ:��Hｴ���ihx6�78�ｸ�"�

毒 堰 �｢�ｹ,ｨｽ�C"ﾃ綴ﾄ｣Bﾒ�劔E�鏐ｴ�嫌�Yy一颱�鏐ｴ���"��IZ斡ｸｦ��

:書■-. �������7郁ｩ�h鏨#瓜ｹgｸ��h鏨Bs"､�｣冏ｲ�劍ﾆ�Y�h鏨#�(h�綺lyE���ｸ鏗�

･墓 ÷七 �ｨｶ�ｮﾈ再ｩE��H銈｢ﾂﾃ｣｢粐粐粤｢粤｣ｶ停羣ﾇﾃ####�ｳ｢羌ｨ��粤｣｣｣｣｣Sr粤｣RR�Xｽ馭ﾙGｩ��2u･2�2蠅ﾅ｢�=��9i|ｨ+�ﾙ繝B｢ﾂﾂ篥ふSb｢ﾃR篥ぴ�饕�剩���##ユﾂ｢ｧ㏍CCｹ?�ｮﾙ��ｨ�3#)f�:ｨ7���綰ﾕF�2�$�,ﾈｷIX��Vu萋h�3ャ��8猪穩苒粐rﾒ粐粭辻穩鞴�s･Cｸ��SUD�2��ﾈ,兌ﾙ/iw�ｭ郁T2ﾄBﾘ.�諍w�+v��¥ﾉjy7ヴG�����6蠅�

潤 唸ｶ�ｮﾉ?､YWH*ｳcs����"綺�X*ｳx����"綛ﾌr�-~一字 ･L簸J 十 ,qr ��+ 華 洪 

.▲i萱 Ji i ･き萱結果~練糸を5分軌完全練としたものを用いたが,完全練の方壮やや硬みがあれ-越比従 ヨ 束に見られをhyポ形状を呈したが全般に次のようを特徴のある製品を得たo {声 ヨ~裏書(1)精紡による緯糸のヤセがをく.交錯部の空隙が夜く張りのあるものとたるo 董一葉憂さ(2)従来製品に比し仕上後の収縮が少帥o ･藁喜誌==(3)韓方向へ引張つてもS,ボが頼れず弾力性のある製品となるo 蜜LZ孟 (4)精練時間が短かくて良ho i落髪しかし,次の革靴注意しなければ約-0 玩.≡ 劔�異��I&紵gｲ�一��曳ｲ��ﾈ狽�l�,ｨ+Xｽ�S偵V6ﾒ�&經�T9N�黹����v闔｢�jｸﾆ�Y�CS���gｲ�>�黹�CIgｲ��ｭ郁Y�Xﾙ��C�C�ﾓ�C曳ｲ�縱��ｭ郁YGｩ����"�4TDX,ﾉ?�顥}�����yhy�I&��)hx黹Ihr����ﾉ,ｨ+Yiﾉ&顏ﾉ�x+X鼈ﾛc�R��R��Bﾃ�Bﾈ粘�Rﾃ�Rﾃ�ゅ�b��y�I&��x�¥ｨｦ�&��y�C�X霻�

敬(1)練糸は精練前に合撫すること(約150T/班) 混豪.■(2)撚糸後七.)シン把よる撚止めが困難と在ってくるので糊付(PTA,GLo52膚) 7､史キ I?票.I 髭122 --.1~t_; .+二㌢ ---蔓_ ､～葺- 劔俾��y�IF���#R�



-T-i._蔓 J F;i. 質 量芸当: 琵当2)平経緬の規格 犯��)疫��U峰��w��|仍ﾄﾂ�&��?���T��8��≧遥ー L.韻 事:嘗 _-こ溝 ~菜 ~預 ･ミ{-薮 Lt;I- _､>~sTL g_,-- ,羊､ ～一号= ∴_r琶 -_tミL- :I-蓮 ��ｸ惲������7. 6.8. 

ヨ■('…;書塊茎…T#2警棒自動織機(糊口) (i:一旦 劔芸湖乱9葺準 

Eigiを十千号をf,BAiit#222鞍手,ki5'羊;4等等?琵琶Zを;a?)78DTAS 囘��+��+"ﾂ�ﾊｸ爾�ﾕ�$辻ﾔ��ED｢ﾒﾒ�ｸ���ｵ��ｶ����｢���ﾘ*ﾂ�ﾘb�ﾓ｣ﾗ��*ｳﾒ�ﾜr�箸�xｸ����C｢��tﾂ�L､.=^タ ㌻ミニ .考 =こpg -､hrL_i- 響 義 l慧 こ::二 g* ツ環_ ��･':I-/..F｣J:.J一 1a11.ll,E/I-一一＼D ･鞄摺..貴IIl..璽毎 12.12､,15.15.15, 

実,.】 11練糸配列C.D 劔C＼--EtJIl-Etl/ill 

碧t喜組織芸硝組織'記号のあるもの5種 劍U 弔�芸tA+.!bl,-ul:SBJiIA-_-_ITq~運捌【】Ⅶi fーllE/uJi-. 組織の左側の記号は騎経のものに使用した韓糸配列 
;熱是 .賢■喜､ =Jt'1, 竪iS)地組織-配列 襲賢1.2.5.5' 愚;≡JHLfiJ-lf‡l-LLL 冢ﾉ[2�X���_9j��｢ﾒﾙ��汎ﾂ��,2�ｶ2�ｨｶ��Lﾒ�蔘2ﾒ�$｢��奉ﾖｲﾒ�7h耳��,R�ﾄ&憧��,"褫��ｳ｢�1E≠ -l亭=一 ･襲 撃:■ てゝ三軍 ~義 十 号 h穿 ��右側の記号は平経のものに使用した練糸配列 4)読取晶データ一 反菅弼織上巾紳)織上長(初仕上巾(mLl1仕上良師一日fポイ鮎J備考 ll,14458.0156.257.5128_5546経平億C.D) 9,15837.9116.057,6110.854DI/〟 12,14057.5116.656.9112.0545nl! 15,15657.2_116.057.011R95LPp〝 5,15058.0152.057.512く;.55550〝 

一覧■=:-.t]..!tl三二仙…こ: ~纂L…≧ 劔114D59.1198.556.4187.6684経鞄(簿A.B)i 
至葦 浩 �214458.5207056.5200.0681n〝朝 

蓬 i 鷲 ��514458_8191.656.6ー85,9盛8N〝E 414458.5194.556.5187.5占74Hn…E 514858-8194-756.0､189.6692〝nF 

-準 【た ま妻報掟i. 劔字.14440559,..523%7._.冒芳芸∃89ま喜喜,566芸僻≡魚u一.一章 

妻妾..4.A＼rlA5. 劔814259.1198.557_2195.16占7p/., 

蔓套一一.三/一問F:L】B/一l＼B三二.I---. 篭二一 俣ｹ>��ﾓ･�ﾕ���ﾘ+r�����や�ﾃ｢ﾘ自�｢�奉鵑ﾅ��享盛 一億 淫寮 潔 L_7､声∃ �914059.1197.557.0188.2671〝n 1014258_9195.256_5185.2685n〝 1114459.0200.556.9189.5占76〝p 12.14459.119日.755.8190.7:66dp~u≡官 15114058.0198.556.01弘4占97〝〝,≡ 14J14059.5205.057.5191.8685〝i'.碧 15i1405812027560188.5702N〝1i 

賢妄0 号宣子′= 浮韓 象を≡124 瀞ﾒ��ｬ3C｢��ﾇR�宝�r��子守 L滞 ≡ 字__.- 儉一一=I淳 I,25ここ蔓 ヨ 一宮 i 一夏 -← 

葺き- -q-?.≡ 発覚 I-L.ll 册9w%������羽r�闔ｩ%ﾂ�･&x蔗�Xﾄｲ� 



2.問題点.注意事項等

1)原糸の選択

風合と織物表面の形状.或いは光沢をどと併せて準備=程を含めた製織性能と糸単価を考

慮して選定する必要があるo

r股に駒糸使いは陳がつき良好な風合を呈するが.反面光沢に乏しく,製織面では.撚糸

=程中の油汚れや.結び目,単価が高いなどの問題があり.平経糸は逆の場合が多Vlo

合糸数や経糸密度の関係もあるが.使用した変化紐解使いの場合は腰･張りについては平

組織程の差は-j5: ho

2)ドピー機の性能(容量〕製織性と組織

よ少複雑で高度を織物を得るには.希釈枚数が多く.蘇雛の通し方も複雑である程よいが,

準備に手間が掛り,口合わせがむずかLV'夜ど製織姓に問題がある｡通常用Lnられる1 6枚

ドビ一機による製織の場合.組織と韓糸便V'の関係から耳綜就用として2-4枚は必要であ

り,残る1 2-1 4枚蘇銃を地用に当てることが出来るo組紙の変更や準備面から帳通しに

しようとする場合1 4枚蘇跳使いの組織は変化乏しく1 2枚または8枚綜枕による組織が一

般的である｡

5)級,練糸密度の′くランスと組韓
--p+､

確凍からの絹織物特に柵において虻.経.簿密度の比が2-2.5 : 1のものが多hoこ

れは,練糸に帯撚糸をかけて縮ませるため太い糸によって解撚ト′レクの作用を容易にするこ

とに起因し,他面ドV-70性や光沢など微細さが要求されるためと思われるo試作条件から

縮まず平滑で.細い練糸によいl且つ,経糸浮数(韓糸を越す数)が2-5とし怠ければな

らをいため.約2.5 : 1の比を探用した方がよい0

41経.練糸使いと組織の変化

経,韓糸に平糸か殉糸か或LJlは他の撚り糸を便うことによる風合の変化の他に.平糸と駒

糸を経糸に使う場合の組織による表面形状の相蓮も組織を作る上で充分考慮しておかねばな

らないC即ち.経緯糸に21申ク5を斜子で織った場合と同様に21× 5鞄糸の場合を比較し.

その違いを認諾さしてかかなhと平経から鞠経への置換えや組織の考案上に不都合が生じる｡

5)組織の⊥完全数と歳引込数

組織の-完全.または-完全内における組織ブロックと蔑引込数の適否によ少.経筋や割

れ.経穀の原因に在ること多L,,a

その例を組織1 2と,無地意匠縮桶〔捧二重織物

で蓑は平組私案杜5/1斜文で.経4本練糸8本で

-完全組織)について説明する｡

組織1 2の一完全数は縫糸1 2未.緯糸4本で完

了する(0-5 )が. 4の地点で左右のブロックに

分割された組織であるCこれをA一本/羽とした場合,歳で分割される個所が1. 2. 5となb

更に組軸勺に分断された個所4に分かれる｡ 1と2は同状態で組織的にも経筋の発生は考え

られないが4は組織的に, 5は組織的にと更に麓によっても左右に分けられるため.経薪の

原因になる｡この場合結. 5または6本/羽とし下図の蔵入れがよいと考えられる｡

==i≠
捷二重織の場合.策の引込法によって.裏韓の其上に義経が乗ら75:h状態が起こb緯段の

原因と在る｡ 2本/羽～5本/毎までの歳引込みを示すと次の通りであるD (通常は4本旬)
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○印の所で組織割れと歳割れが重なり.これが横に並ぶとき,通常の練糸配列とした場合

韓段を生ずるようになる0

6)地組織と耳組織のバランス

変わ組織の縮緬には.畝織の耳形状が必要で,密度も地経糸の5 0感増が普通であるo

特殊な場合を除いて.耳組織は.

野嘩撃圏
が使われるC組織, 2, 5. 4, 6, 7, 8, 12, 14. 15.紘.(J),勉は(p)の耳組織でよho

即ち.経糸の交観点数が-,-完全中同数の場合は,地の交鉄泉数と同じ数の飛び数を持つ畝素凱

那他があって交鑑点数の異なる場合(151は,飛び数の多tJl交鑑点数の畝織にするo

そり他.練糸の配列(太さの異なる練糸の組み合わせ)千.練糸交錯軌簡素張力なども

考慮して耳組織を決定し浸ければ女らたい0

7)組織と緯糸配列

変化組織は三原組織の組み合わせであることから･経･練糸共に浮沈数(交鎗点数)が同

一の場合.一殆んど同じ･全く異なる(規貝胎の有無1場合とに区分名れるo縮緬は経糸に均

一恵糸使いをすることが多く.簸糸の変化(撚糸方法.太さ.配列)によって･それぞれの

銘柄を作っている.

組織の-完全内における各緯糸の交錯点数に規剛性を伴ったものとlそうでたhものがあ

れば自ら韓糸配列に制約を受け,無視すれば緯段の発生による外観の乱れや.巾の収縮率に

も影噂を来たす｡

8)組織の方向性の消去

組織の方向性とは,経縞,練乳斜線或い仕蓑宴を言い,丁完全銀紙内の経練糸数が少表

わ場合消去はむずかしいo

組織自体の他に.経縞.または経割れ(A:歳の引込法と､経段は配列との関係も考覆せねば

をら凌ho変化斜文について払斜線を出来る限り目立たないようにする必要があるo

例を組織2.にとれば,練糸2本をブロックとし,ブロック毎に浮沈を対比させることによ

り斜線を消してLr,る｡また.組織7にかいては,練糸配列により.琴面VL太糸.表面にS ･

Zを乾列することにより消去を試みたo

経縞,緒段については,完全組織内にかける経緯方向.埠に経方向で組鞄的なブロックを

作らないこと(ll. 15, 15.をど〕であるが.むしろ経稀.韓段などは柄の一郭であると言

う積復任を指向した方がよいとも考えられるo (その他,緯糸の砂沢を変えること,配列を
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変更すること)

9)完全内にかける各経糸交錯点数に相連がある組織の製織性

経糸の交錯点数の異をるパターンには

的　　　　　　　(17)　　　　　　　やヾ　　　　　(⇒　　　　　　　　㈱

出世甑
(いずれも2循環)

が考えられるo即ち(j)は組織点4点と2点が一本交互に配置してVlるもの.中枢同様に4と

2 (但し浮沈の異なるもの)を交互吃配置, ¢うは4と2な1 : 2の割合にしたもの.(⇒4と

2 (浮沈の異をるもの)を1 : 2,明仁)と同じものを1 : 4で配置したものであるo

これらはいずれも組織の-完全経緯糸が少75: L^組織であるため,特に縫糸の組織点の速い

は経糸の部分的夜襲みを発生させ.製織不能の場合も起こり得る.また,組織交鋳点相違の

量や規則性によって経糸援みの程度も異なる｡ (イ)の場合は一家交互で綾竹との関係から比較

的経糸穣みは発生し難ho中)も同様の関係にあると言える｡問題と売る組織比明. -jfえはそ

れ以上不規則なものの場合.経糸綬みの発生が多くみられる.解決策として

a)交線点数の異をる組織は出来るだけ避ける.または近似させる｡

.　b)経糸に伸度の多い,摩擦係数の高h.柔軟毛糸(駒糸lその他の撚b糸)を使用するo

c)整経.製織時の経糸張力を-一定(特に左右)に保つこと.

d)製織時の張力は出来るだけ強く･開口タイミングは早目欄整することa

e)バックレストの高さを調整すること

′)多重ビームの使用

等が考えられる｡

5.も　す　び

変化組織を用Vlて爺緬の試織を行った処.前記のようを項目に気付いたのですが.これは一

部の組織であり変化組織は他に無限に近いほどあり他の組織で酢きれるとき,戎hlri練糸に

遭った撚糸を用いたわすると未だ他にも問級長が出て来るだろうと予珊されますので試作に当

たっては充分留意する必要がある｡
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